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********************************************************************************************* 

[1] 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律施行令の一部改正 

[備考] 「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律施行令の一部を改正する

政令」について 

化管法に基づく PRTR制度、SDS制度の対象物質が変わります 

＜厚生労働省 2021年 10月 15日＞ 

https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=M8jyxKn0_MtX6bmhY 

＜経済産業省 2021年 10月 15日＞ 

https://www.meti.go.jp/press/2021/10/20211015007/20211015007.html?from=mj 

＜環境省 2021年 10月 15日＞ https://www.env.go.jp/press/110089.html 

「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律施行令の一部を改正する政令」

が、本日令和３年 10月 15日（金）に閣議決定されましたので、お知らせいたします。 

あわせて、令和２年 12月４日から令和３年１月４日にかけて実施した本政令案に関する意見募集（パブリッ

クコメント）について、寄せられた御意見の概要及びそれらに対する考え方を取りまとめましたので、お知ら

せします。  

１．改正の趣旨 

 本政令は、事業者による化学物質の自主的な管理の改善を促進し、環境の保全上の支障を未然に防止するため、 

 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（平成 11年法律第 86号）に規定

する 

第一種指定化学物質※1及び第二種指定化学物質※2として指定する物質を見直すものです。 

※１：人や生態系への有害性を有するおそれがあり、環境中に継続的に広く存在すると認められる化学物質とし

て政令で指定。 

※２：第一種指定化学物質と同等の有害性を有するおそれがあり、環境中に継続的に広く存在することとなる可

能性があると認められる化学物質として政令で指定。 

２．改正の内容 

 （１）第一種指定化学物質の見直し 

 現行 462物質が指定されているところ、改正後は 515物質となります。また、特定第一種指定化学物質※3に 

 ついては、現行 15物質が指定されているところ、改正後は 23物質となります。 
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 （２）第二種指定化学物質の見直し 

 現行 100物質が指定されているところ、改正後は 134物質となります。 

※３：第一種指定化学物質のうち、人に対する発がん性等を有する物質として、ＰＲＴＲ制度※4の届出におけ

る取扱量のすそ切りが年間 0.5トン以上（その他の第一種指定化学物質は年間 1トン以上）に設定されている物

質。 

※４：一定の要件を満たす事業者に対し、対象となる第一種指定化学物質について、事業所からの環境への排出

量等を自ら把握し、国に届け出ることを義務付ける制度。  

  ３．今後の予定 

 公布：令和３年 10月 20日（水） 

 施行：令和５年４月１日（土） 

 ＰＲＴＲ制度に関して、改正後の対象物質の排出・移動量の把握は令和５年度から、届出は令和６年度から実

施。 

４．パブリックコメントの実施結果   ―省略― 

５．添付資料 

・別添 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律施行令の改正概 

   https://www.mhlw.go.jp/content/11124000/000843330.pdf 

・特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律施行令の一部を改正する政令  

要綱   https://www.mhlw.go.jp/content/11124000/000843331.pdf 

・特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律施行令の一部を改正する政令  

案文・理由   https://www.mhlw.go.jp/content/11124000/000843332.pdf 

・特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律施行令の一部を改正する政令  

新旧対照条文   https://www.mhlw.go.jp/content/11124000/000843333.pdf 

・特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律施行令の一部を改正する政令  

参照条文   https://www.mhlw.go.jp/content/11124000/000843334.pdf 

 

―ACSES-NL_2196_20211018 掲載― 

---------- 

◇特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律施行令の一部を改正する政令（政

令第 288号） 

   [官報] 令和 3年 10月 20日 号外 第 238号 3～14頁 

   https://kanpou.npb.go.jp/20211020/20211020g00238/20211020g002380003f.html 

あらまし 

◇特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律施行令の一部を改正する政令（政

令第 288号）（環境省） 

１ 環境への排出量等の把握に関する措置及び事業者による性状及び取扱いに関する情報の提供に関する措置の

対象となる第一種指定化学物質として、五一五物質を指定することとした。（第一条、第四条及び別表第一関係） 

２ 事業者による性状及び取扱いに関する情報の提供に関する措置の対象となる第二種指定化学物質として、一

三四物質を指定することとした。（第二条及び別表第二関係） 

３ この政令の施行に関し必要な経過措置を定めることとした。（附則第二項関係） 

４ この政令は、令和五年四月一日から施行することとした。 

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律施行令の一部を改正する政令をこ

こに公布する。 

御 名  御 璽 

令和 3年 10月 20日 

内閣総理大臣  岸田 文雄   
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政令第 288号 

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律施行令の一部を改正する政 

令 

内閣は、特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（平成十一年法律第八十

六号）第二条第二項、第三項及び第五項並びに第二十一条の規定に基づき、この政令を制定する。 

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律施行令（平成十二年政令第百三十

八号）の一部を次のように改正する。 

第四条第一号イ中「別表第一第三十三号、第五十六号、第七十五号、第八十八号、第九十四号、第二百四十三

号、第三百五号、第三百九号、第三百三十二号、第三百五十一号、第三百八十五号、第三百九十四号、第三百九

十七号、第四百号及び第四百十一号」を「別表第一第十七号、第五十一号、第七十五号、第九十九号、第百十二

号、第百二十号、第百八十六号、第二百六号、第二百七十八号、第三百二十五号、第三百四十六号、第三百五十

三号、第三百五十五号、第三百七十五号、第三百七十八号、第三百九十三号、第四百二十八号、第四百四十四号、

第四百四十八号、第四百五十二号、第四百五十七号、第四百五十九号及び第四百六十四号」に、「から⒃まで」を

「から⒆まで」に改め、同号イ⑵中「別表第一第三十一号」を「別表第一第四十八号」に改め、同号イ⑶中「別

表第一第四十四号」を「別表第一第六十二号」に改め、同号イ⑷中「別表第一第八十二号」を「別表第一第百五

号」に改め、同号イ⑸中「別表第一第八十七号」を「別表第一第百十一号」に改め、同号イ⑹中「別表第一第百

三十二号」を「別表第一第百五十六号」に改め、同号イ⑺中「別表第一第百四十四号」を「別表第一第百六十四

号」に改め、同号イ⑻中「別表第一第二百三十七号」を「別表第一第二百七十二号」に改め、同号イ⑼中「別表

第一第二百三十九号」を「別表第一第二百七十四号」に改め、同号イ⒃ 中「別表第一第四百五十三号」を「別表

第一第五百五号」に改め、同号イ⒃ を同号イ⒆ とし、同号イ⒂ 中「別表第一第四百十二号」を「別表第一第四

百六十五号」に改め、同号イ⒂ を同号イ⒅ とし、同号イ⒁ 中「別表第一第四百五号」を「別表第一第四百五十

八号」に改め、同号イ⒁ を同号イ⒄ とし、同号イ⒀中「別表第一第三百七十四号」を「別表第一第四百十四号」

に改め、同号イ⒀ を同号イ⒃ とし、同号イ⑿ 中「別表第一第三百二十一号」を「別表第一第三百六十三号」に

改め、同号イ⑿ を同号イ⒂ とし、同号イ⑾ 中「別表第一第二百七十二号」を「別表第一第三百十四号」に改め、

同号イ⑾ を同号イ⒁ とし、同号イ⑽中「別表第一第二百四十二号」を「別表第一第二百七十七号」に改め、同

号イ⑽を同号イ⑾ とし、同号イ⑾ の次に次のように加える。 

⑿ 別表第一第二百七十九号に掲げる第一種指定化学物質タリウム 

⒀ 別表第一第三百十一号に掲げる第一種指定化学物質テルル 

第四条第一号イ⑼の次に次のように加える。 

⑽ 別表第一第二百七十六号に掲げる第一種指定化学物質セリウム 

第四条第一号ロ⑴中「別表第一第七十五号」を「別表第一第九十九号」に改め、同号ロ⑵中「別表第一第八十

八号」を「別表第一第百十二号」に改め、同号ロ⑶中「別表第一第三百五号」を「別表第一第三百五十三号」

に改め、同号ロ⑷中「別表第一第三百九号」を「別表第一第三百五十五号」に改め、同号ロ⑸中「別表第一第

三百三十二号」を「別表第一第三百七十八号」に改め、同号ロ⑹中「別表第一第三百九十四号」を「別表第一

第四百四十四号」に改める。 

別表第一及び別表第二を次のように改める。 

別表第一 （第一条、第四条関係） 

一 亜鉛の水溶性化合物 

二 亜鉛＝ビス（二‐メチルプロパ‐二‐エノアート） 

三 アクリルアミド 

四 アクリル酸エチル 

五 アクリル酸二‐エチルヘキシル 

六 アクリル酸及びその水溶性塩 

七 アクリル酸二‐（ジメチルアミノ）エチル 

八 アクリル酸重合物 

九 アクリル酸ブチル 
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十 アクリル酸メチル 

十一 アクリロニトリル 

十二 アクロレイン 

十三 アジピン酸、（Ｎ‐（二‐アミノエチル）エタン‐一・二‐ジアミン又はＮ・Ｎ ′‐ビス（二‐アミノ

エチル）エタン‐一・二‐ジアミン）と二‐（クロロメチル）オキシランの重縮合物 

十四 アジピン酸ジ‐二‐エチルヘキシル 

十五 アセチルアセトン 

十六 一‐アセチル‐一・二・三・四‐テトラヒドロ‐三‐[（三‐ピリジルメチル）アミノ]‐六‐[一・二・

二・二‐テトラフルオロ‐一‐（トリフルオロメチル）エチル]キナゾリン‐二‐オン（別名ピリフルキナゾ

ン） 

十七 アセトアルデヒド 

十八 アセトンシアノヒドリン 

十九 アセナフテン 

二十 アニリン 

二十一 二‐アミノエタノール 

二十二 五‐アミノ‐四‐クロロ‐二‐フェニルピリダジン‐三（二Ｈ）‐オン（別名クロリダゾン） 

二十三 五‐アミノ‐一‐[二・六‐ジクロロ‐四‐（トリフルオロメチル）フェニル]‐三‐シアノ‐四‐[（ト

リフルオロメチル）スルフィニル]ピラゾール（別名フィプロニル） 

二十四 オルト‐アミノフェノール 

二十五 パラ‐アミノフェノール 

二十六 四‐アミノ‐六‐ターシャリ‐ブチル‐三‐メチルチオ‐一・二・四‐トリアジン‐五（四Ｈ）‐オ

ン（別名メトリブジン） 

二十七 四‐アミノ‐三‐メチル‐六‐フェニル‐一・二・四‐トリアジン‐五（四Ｈ）‐オン（別名メタミ

トロン） 

二十八 アリルアルコール 

二十九 一‐アリルオキシ‐二・三‐エポキシプロパン 

三十 三‐アリルオキシ‐一・二‐ベンゾイソチアゾール‐一・一‐ジオキシド（別名プロベナゾール） 

三十一 四‐アリル‐一・二‐ジメトキシベンゼン 

三十二 アリル＝ヘキサノアート 

三十三 アリル＝ヘプタノアート 

三十四 アルカノール（炭素数が十のものに限る。）（別名デカノール） 

三十五 [（三‐アルカンアミドプロピル）（ジメチル）アンモニオ]アセタート（アルカンの構造が直鎖であり、

かつ、当該アルカンの炭素数が八、十、十二、十四、十六又は十八のもの及びその混合物に限る。）及び（Ｚ）

‐[[三‐（オクタデカ‐九‐エンアミド）プロピル]（ジメチル）アンモニオ]アセタート並びにこれらの混

合物 

三十六 （三‐アルカンアミドプロピル）（メチル）[二‐（アルカノイルオキシ）エチル]アンモニウム＝クロ

リド（アルカン及びアルカノイルの構造が直鎖であり、かつ、当該アルカン及び当該アルカノイルのそれぞ

れの炭素数が十四、十六又は十八のもの及びその混合物に限る。） 

三十七 アルカン‐一‐アミン（アルカンの構造が直鎖であり、かつ、当該アルカンの炭素数が八、十、十二、

十四、十六又は十八のもの及びその混合物に限る。）、（Ｚ）‐オクタデカ‐九‐エン‐一‐アミン及び（九Ｚ・

一二Ｚ）‐オクタデカ‐九・一二‐ジエン‐一‐アミン並びにこれらの混合物 

三十八 アルカン‐一‐アミン（アルカンの構造が直鎖であり、かつ、当該アルカンの炭素数が八、十、十二、

十四、十六又は十八のもの及びその混合物に限る。）のオキシラン重付加物、（Ｚ）‐オクタデカ‐九‐エン

‐一‐アミンのオキシラン重付加物及び（九Ｚ・一二Ｚ）‐オクタデカ‐九・一二‐ジエン‐一‐アミンの

オキシラン重付加物の混合物 

三十九 アルファ‐アルキル‐オメガ‐ヒドロキシポリ（オキシエタン‐一・二‐ジイル）（アルキル基の炭素
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数が十六から十八までのもの及びその混合物であって、数平均分子量が千未満のものに限る。）及びアルファ

‐アルケニル‐オメガ‐ヒドロキシポリ（オキシエタン‐一・二‐ジイル）（アルケニル基の炭素数が十六か

ら十八までのもの及びその混合物であって、数平均分子量が千未満のものに限る。）並びにこれらの混合物 

四十 アルファ‐アルキル‐オメガ‐ヒドロキシポリ[オキシエタン‐一・二‐ジイル／オキシ（メチルエタン

‐一・二‐ジイル）]（アルキル基の構造が分枝であり、かつ、当該アルキル基の炭素数が九から十一までの

ものの混合物（当該アルキル基の炭素数が十のものを主成分とするものに限る。）に限る。） 

四十一 アルファ‐アルキル‐オメガ‐ヒドロキシポリ（オキシエチレン）（アルキル基の炭素数が九から十一

までのもの及びその混合物であって、数平均分子量が千未満のものに限る。） 

四十二 アルキルフェノール（アルキル基の炭素数が九のものに限る。） 

四十三パラ‐アルキルフェノール（アルキル基の炭素数が八のものに限る。） 

四十四 アルキル（ベンジル）（ジメチル）アンモニウムの塩（アルキル基の炭素数が十二から十六までのもの

及びその混合物に限る。） 

四十五 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩（アルキル基の炭素数が十から十四までのもの及びその

混合物に限る。） 

四十六 アルミニウム＝トリス（エチル＝ホスホナート）（別名ホセチル又はホセチルアルミニウム） 

四十七 安息香酸ベンジル 

四十八 アンチモン及びその化合物 

四十九 アントラセン 

五十 アントラセン‐九・一〇‐ジオン（別名アントラキノン） 

五十一 石綿 

五十二 アルファ‐（イソシアナトベンジル）‐オメガ‐（イソシアナトフェニル）ポリ[（イソシアナトフェ

ニレン）メチレン] 

五十三 三‐イソシアナトメチル‐三・五・五‐トリメチルシクロヘキシル＝イソシアネート 

五十四 イソプレン 

五十五 四・四′ ‐イソプロピリデンジフェノール（別名ビスフェノールＡ） 

五十六 イソプロピル＝三‐クロロカルバニラート（別名クロルプロファム又はＩＰＣ） 

五十七 三‐（四‐イソプロピルフェニル）‐二‐メチルプロパナール 

五十八 四‐イソプロピル‐三‐メチルフェノール 

五十九 イソプロピル＝二‐（四‐メトキシビフェニル‐三‐イル）ヒドラジノホルマート（別名ビフェナゼ

ート） 

六十 三′ ‐イソプロポキシ‐二‐トリフルオロメチルベンズアニリド（別名フルトラニル） 

六十一 一・一′ ‐（イミノジオクタメチレン）ジグアニジン＝トリアセタート（別名イミノクタジン酢酸塩） 

六十二 インジウム及びその化合物 

六十三 エチリデンノルボルネン 

六十四 エチル＝二‐[四‐（六‐クロロ‐二‐キノキサリニルオキシ）フェノキシ]プロピオナート（別名キ

ザロホップエチル） 

六十五 エチルシクロヘキサン 

六十六 五‐エチル‐五・八‐ジヒドロ‐八‐オキソ‐[一・三]ジオキソロ[四・五‐ｇ]キノリン‐七‐カル

ボン酸（別名オキソリニック酸） 

六十七 Ｎ‐エチル‐Ｎ・Ｎ‐ジメチルテトラデカン‐一‐アミニウムの塩 

六十八 Ｏ‐エチル＝Ｏ‐（六‐ニトロ‐メタ‐トリル）＝セカンダリ‐ブチルホスホルアミドチオアート（別

名ブタミホス） 

六十九 Ｏ‐エチル＝Ｏ‐四‐ニトロフェニル＝フェニルホスホノチオアート（別名ＥＰＮ） 

七十 Ｎ‐（一‐エチルプロピル）‐二・六‐ジニトロ‐三・四‐キシリジン（別名ペンディメタリン） 

七十一 Ｓ‐エチル＝ヘキサヒドロ‐一Ｈ‐アゼピン‐一‐カルボチオアート（別名モリネート） 

七十二 エチル＝（Ｚ）‐三‐[Ｎ‐ベンジル‐Ｎ‐[[メチル（一‐メチルチオエチリデンアミノオキシカルボ
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ニル）アミノ]チオ]アミノ]プロピオナート（別名アラニカルブ） 

七十三 エチルベンゼン 

七十四 Ｏ‐エチル＝Ｓ‐一‐メチルプロピル＝（二‐オキソ‐三‐チアゾリジニル）ホスホノチオアート（別

名ホスチアゼート） 

七十五 エチレンオキシド 

七十六 エチレングリコールモノエチルエーテル 

七十七 エチレングリコールモノブチルエーテル（別名ブチルセロソルブ） 

七十八 エチレングリコールモノメチルエーテル 

七十九 エチレンジアミン 

八十 エチレンジアミン四酢酸並びにそのカリウム塩及びナトリウム塩 

八十一 Ｎ・Ｎ′‐エチレンビス（ジチオカルバミン酸）マンガン（別名マンネブ） 

八十二 Ｎ・Ｎ′‐エチレンビス（ジチオカルバミン酸）マンガンとＮ・Ｎ′‐エチレンビス（ジチオカルバ

ミン酸）亜鉛の錯化合物（別名マンコゼブ又はマンゼブ） 

八十三 一・一′‐エチレン‐二・二′‐ビピリジニウム＝ジブロミド（別名ジクアトジブロミド又はジクワ

ット） 

八十四 （四‐エトキシフェニル）[三‐（四‐フルオロ‐三‐フェノキシフェニル）プロピル]ジ 

メチルシラン（別名シラフルオフェン） 

八十五 二‐（四‐エトキシフェニル）‐二‐メチルプロピル＝三‐フェノキシベンジルエーテル 

（別名エトフェンプロックス） 

八十六 エピクロロヒドリン 

八十七 一・二‐エポキシブタン 

八十八 一・二‐エポキシプロパン（別名酸化プロピレン） 

八十九 塩化パラフィン（炭素数が十から十三までのもの及びその混合物に限る。） 

九十 塩化直鎖パラフィン（炭素数が十四から十七までのもの及びその混合物に限る。） 

九十一 塩素酸並びにそのカリウム塩及びナトリウム塩 

九十二 オキサシクロヘキサデカン‐二‐オン 

九十三 四・四′‐オキシビスベンゼンスルホニルヒドラジド 

九十四 一‐オクタノール 

九十五 オクタブロモジフェニルエーテル 

九十六 オクタメチルシクロテトラシロキサン 

九十七 過塩素酸並びにそのアンモニウム塩、カリウム塩、ナトリウム塩、マグネシウム塩及びリチウム塩 

九十八 過酢酸 

九十九 カドミウム及びその化合物 

百 カリウム＝ジエチルジチオカルバマート 

百一 二・四‐キシレノール 

百二 二・六‐キシレノール 

百三 キシレン 

百四 キノリン 

百五 銀及びその水溶性化合物 

百六 クメン 

百七 グリオキサール 

百八 グリホサート並びにそのアンモニウム塩、イソプロピルアミン塩、カリウム塩及びナトリウム塩 

百九 グルタルアルデヒド 

百十 クレゾール 

百十一 クロム及び三価クロム化合物 

百十二 六価クロム化合物 
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百十三 クロロアニリン 

百十四 一‐（二‐クロロイミダゾ[一・二‐ａ]ピリジン‐三‐イルスルホニル）‐三‐（四・六‐ジメトキ

シピリミジン‐二‐イル）尿素（別名イマゾスルフロン） 

百十五 二‐クロロ‐四‐エチルアミノ‐六‐イソプロピルアミノ‐一・三・五‐トリアジン（別名アトラジ

ン） 

百十六 二‐（四‐クロロ‐六‐エチルアミノ‐一・三・五‐トリアジン‐二‐イル）アミノ‐二‐メチルプ

ロピオノニトリル（別名シアナジン） 

百十七 四‐クロロ‐三‐エチル‐一‐メチル‐Ｎ‐[四‐（パラトリルオキシ）ベンジル]ピラゾール‐五‐

カルボキサミド（別名トルフェンピラド） 

百十八 二‐クロロ‐二′‐エチル‐Ｎ‐（二‐メトキシ‐一‐メチルエチル）‐六′‐メチルアセトアニリ

ド（別名メトラクロール） 

百十九 二‐クロロ‐二′‐エチル‐Ｎ‐[（一Ｓ）‐二‐メトキシ‐一‐メチルエチル]‐六′‐メチルアセ

トアニリド及び二‐クロロ‐二′‐エチル‐Ｎ‐[（一Ｒ）‐二‐メトキシ‐一‐メチルエチル]‐六′‐メ

チルアセトアニリドの混合物（二‐クロロ‐二′‐エチル‐Ｎ‐[（一Ｓ）‐二‐メトキシ‐一‐メチルエチ

ル]‐六′‐メチルアセトアニリドの含有率が八十重量パーセント以上のものに限る。）（別名Ｓ‐メトラクロ

ール） 

百二十 クロロエチレン（別名塩化ビニル） 

百二十一 三‐クロロ‐Ｎ‐（三‐クロロ‐五‐トリフルオロメチル‐二‐ピリジル）‐アルファ・アルファ・

アルファ‐トリフルオロ‐二・六‐ジニトロ‐パラ‐トルイジン（別名フルアジナム） 

百二十二 一‐[[二‐[二‐クロロ‐四‐（四‐クロロフェノキシ）フェニル]‐四‐メチル‐一・三‐ジオキ

ソラン‐二‐イル]メチル]‐一Ｈ‐一・二・四‐トリアゾール（別名ジフェノコナゾール） 

百二十三 クロロ酢酸 

百二十四 二‐クロロ‐二′・六′‐ジエチル‐Ｎ‐（二‐プロポキシエチル）アセトアニリド（別名プレチ

ラクロール） 

百二十五 二‐クロロ‐二′・六′‐ジエチル‐Ｎ‐（メトキシメチル）アセトアニリド（別名アラクロール） 

百二十六 三‐（四‐クロロ‐五‐シクロペンチルオキシ‐二‐フルオロフェニル）‐五‐イソプロピリデン

‐一・三‐オキサゾリジン‐二・四‐ジオン（別名ペントキサゾン） 

百二十七 五‐クロロ‐二‐（二・四‐ジクロロフェノキシ）フェノール（別名トリクロサン） 

百二十八 （ＲＳ）‐五‐クロロ‐Ｎ‐（一・三‐ジヒドロ‐一・一・三‐トリメチルイソベンゾフラン‐四

‐イル）‐一・三ジメチル‐一Ｈ‐ピラゾール‐四‐カルボキサミド（別名フラメトピル） 

百二十九 一‐クロロ‐一・一‐ジフルオロエタン（別名ＨＣＦＣ‐一四二ｂ） 

百三十 クロロジフルオロメタン（別名ＨＣＦＣ‐二二） 

百三十一 三′‐クロロ‐四・四′‐ジメチル‐一・二・三‐チアジアゾール‐五‐カルボキサニリド（別名

チアジニル） 

百三十二 （ＲＳ）‐二‐クロロ‐Ｎ‐（二・四‐ジメチル‐三‐チエニル）‐Ｎ‐（二‐メトキシ‐一‐メ

チルエチル）アセトアミド（別名ジメテナミド） 

百三十三 （Ｓ）‐二‐クロロ‐Ｎ‐（二・四‐ジメチル‐三‐チエニル）‐Ｎ‐（二‐メトキシ‐一‐メチ

ルエチル）アセトアミド（別名ジメテナミドＰ） 

百三十四 三‐クロロ‐Ｎ‐（四・六‐ジメトキシピリミジン‐二‐イルカルバモイル）‐一‐メチル‐四‐

（五‐メチル‐五・六‐ジヒドロ‐一・四・二‐ジオキサジン‐三‐イル）ピラゾール‐五‐スルホンアミ

ド（別名メタゾスルフロン） 

百三十五 三‐（二‐クロロ‐一・三‐チアゾール‐五‐イルメチル）‐五‐メチル‐Ｎ‐ニトロ‐一・三・

五‐オキサジアジナン‐四‐イミン（別名チアメトキサム） 

百三十六 （Ｅ）‐一‐（二‐クロロ‐一・三‐チアゾール‐五‐イルメチル）‐三‐メチル‐二‐ニトログ

アニジン（別名クロチアニジン） 

百三十七 二‐クロロ‐一・一・一・二‐テトラフルオロエタン（別名ＨＣＦＣ‐一二四） 
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百三十八 クロロトリフルオロエタン（別名ＨＣＦＣ‐一三三） 

百三十九 （ＲＳ）‐二‐（四‐クロロ‐オルト‐トリルオキシ）プロピオン酸（別名メコプロップ） 

百四十 二‐クロロ‐四・六‐ビス（エチルアミノ）‐一・三・五‐トリアジン（別名シマジン又はＣＡＴ） 

百四十一 トランス‐Ｎ‐（六‐クロロ‐三‐ピリジルメチル）‐Ｎ′‐シアノ‐Ｎ‐メチルアセトアミジン

（別名アセタミプリド） 

百四十二 一‐（六‐クロロ‐三‐ピリジルメチル）‐Ｎ‐ニトロイミダゾリジン‐二‐イリデンアミン（別

名イミダクロプリド） 

百四十三 三‐（六‐クロロピリジン‐三‐イルメチル）‐一・三‐チアゾリジン‐二‐イリデンシアナミド

（別名チアクロプリド） 

百四十四 四‐（二‐クロロフェニル）‐Ｎ‐シクロヘキシル‐Ｎ‐エチル‐四・五‐ジヒドロ‐五‐オキソ

‐一Ｈ‐テトラゾール‐一‐カルボキサミド（別名フェントラザミド） 

百四十五 （ＲＳ）‐一‐パラ‐クロロフェニル‐四・四‐ジメチル‐三‐（一Ｈ‐一・二・四‐トリアゾー

ル‐一‐イルメチル）ペンタン‐三‐オール（別名テブコナゾール） 

百四十六 パラ‐クロロフェノール 

百四十七 三‐クロロプロペン（別名塩化アリル） 

百四十八 一‐（二‐クロロベンジル）‐三‐（一‐メチル‐一‐フェニルエチル）尿素（別名クミルロン） 

百四十九 クロロベンゼン 

百五十 クロロペンタフルオロエタン（別名ＣＦＣ‐一一五） 

百五十一 クロロホルム 

百五十二 二‐[二‐クロロ‐四‐メシル‐三‐[（テトラヒドロフラン‐二‐イルメトキシ）メチル]ベンゾイ

ル]シクロヘキサン‐一・三‐ジオン（別名テフリルトリオン） 

百五十三 三‐（二‐クロロ‐四‐メシルベンゾイル）‐四‐フェニルスルファニルビシクロ[三・二・一]オ

クタ‐三‐エン‐二‐オン（別名ベンゾビシクロン） 

百五十四 クロロメタン（別名塩化メチル） 

百五十五 （Ｅ）‐Ｎ‐[二‐クロロ‐五‐[一‐（六‐メチルピリジン‐二‐イルメトキシイミノ）エチル]

ベンジル]カルバミン酸メチル（別名ピリベンカルブ） 

百五十六 コバルト及びその化合物 

百五十七 酢酸二‐エトキシエチル（別名エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート） 

百五十八 酢酸ビニル 

百五十九 酢酸ヘキシル 

百六十 酢酸二‐メトキシエチル（別名エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート） 

百六十一 サリチル酸メチル 

百六十二 トランス‐一‐（二‐シアノ‐二‐メトキシイミノアセチル）‐三‐エチル尿素（別名シモキサニ

ル） 

百六十三 四・四′‐ジアミノジフェニルエーテル 

百六十四 無機シアン化合物（錯塩及びシアン酸塩を除く。） 

百六十五 ジイソプロピルナフタレン 

百六十六 ジエタノールアミン 

百六十七 Ｏ‐二‐ジエチルアミノ‐六‐メチルピリミジン‐四‐イル＝Ｏ・Ｏ‐ジメチル＝ホスホロチオア

ート（別名ピリミホスメチル） 

百六十八 Ｎ・Ｎ‐ジエチルチオカルバミン酸Ｓ‐四‐クロロベンジル（別名チオベンカルブ又はベンチオカ

ーブ） 

百六十九 Ｎ・Ｎ‐ジエチル‐三‐（二・四・六‐トリメチルフェニルスルホニル）‐一Ｈ‐一・二・四‐ト

リアゾール‐一‐カルボキサミド（別名カフェンストロール） 

百七十 ジエチレングリコールモノブチルエーテル 

百七十一 四塩化炭素 
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百七十二 一・四‐ジオキサシクロヘプタデカン‐五・一七‐ジオン 

百七十三 一・四‐ジオキサン 

百七十四 一・三‐ジカルバモイルチオ‐二‐（Ｎ・Ｎ‐ジメチルアミノ）‐プロパン（別名カルタップ） 

百七十五 シクロヘキサ‐一‐エン‐一・二‐ジカルボキシイミドメチル＝（一ＲＳ）‐シス‐トランス‐二・

二‐ジメチル‐三‐（二‐メチルプロパ‐一‐エニル）シクロプロパンカルボキシラート（別名テトラメト

リン） 

百七十六 シクロヘキサン 

百七十七 シクロヘキシリデン（フェニル）アセトニトリル 

百七十八 シクロヘキシルアミン 

百七十九 シクロヘキセン 

百八十 ジクロロアニリン 

百八十一 一・二‐ジクロロエタン 

百八十二 一・一‐ジクロロエチレン（別名塩化ビニリデン） 

百八十三 一・二‐ジクロロエチレン 

百八十四 四・五‐ジクロロ‐二‐オクチルイソチアゾール‐三（二Ｈ）‐オン 

百八十五 三・四‐ジクロロ‐二′‐シアノ‐一・二‐チアゾール‐五‐カルボキサニリド（別名イソチアニ

ル） 

百八十六 三・三′‐ジクロロ‐四・四′‐ジアミノジフェニルメタン 

百八十七 ジクロロジフルオロメタン（別名ＣＦＣ‐一二） 

百八十八 三・五‐ジクロロ‐Ｎ‐（一・一‐ジメチル‐二‐プロピニル）ベンズアミド（別名プロピザミド） 

百八十九 ジクロロテトラフルオロエタン（別名ＣＦＣ‐一一四） 

百九十 二・二‐ジクロロ‐一・一・一‐トリフルオロエタン（別名ＨＣＦＣ‐一二三） 

百九十一 二′・四‐ジクロロ‐アルファ・アルファ・アルファ‐トリフルオロ‐四′‐ニトロ‐メタ‐トル

エンスルホンアニリド（別名フルスルファミド） 

百九十二 Ｏ‐（二・六‐ジクロロ‐パラ‐トリル）＝Ｏ・Ｏ‐ジメチル＝ホスホロチオアート（別名トルク

ロホスメチル） 

百九十三 二‐[四‐（二・四‐ジクロロ‐メタ‐トルオイル）‐一・三‐ジメチル‐五‐ピラゾリルオキシ]

‐四‐メチルアセトフェノン（別名ベンゾフェナップ） 

百九十四 三‐（三・五‐ジクロロフェニル）‐Ｎ‐イソプロピル‐二・四‐ジオキソイミダゾリジン‐一‐

カルボキサミド（別名イプロジオン） 

百九十五 一‐（二・四‐ジクロロフェニル）‐Ｎ‐（二・四‐ジフルオロフェニル）‐Ｎ‐イソプロピル‐

五‐オキソ‐四・五‐ジヒドロ‐一Ｈ‐一・二・四‐トリアゾール‐四‐カルボキサミド（別名イプフェン

カルバゾン） 

百九十六 Ｎ‐（三・五‐ジクロロフェニル）‐一・二‐ジメチルシクロプロパン‐一・二‐ジカルボキシミ

ド（別名プロシミドン） 

百九十七 三‐（三・四‐ジクロロフェニル）‐一・一‐ジメチル尿素（別名ジウロン又はＤＣＭＵ） 

百九十八 （二ＲＳ・四ＲＳ）‐一‐[二‐（二・四‐ジクロロフェニル）‐四‐プロピル‐一・三‐ジオキソ

ラン‐二‐イルメチル]‐一Ｈ‐一・二・四‐トリアゾール及び（二ＲＳ・四ＳＲ）‐一‐[二‐（二・四‐

ジクロロフェニル）‐四‐プロピル‐一・三‐ジオキソラン‐二‐イルメチル]‐一Ｈ‐一・二・四‐トリア

ゾールの混合物（別名プロピコナゾール） 

百九十九 三‐[一‐（三・五‐ジクロロフェニル）‐一‐メチルエチル]‐三・四‐ジヒドロ‐六‐メチル‐

五‐フェニル‐二Ｈ‐一・三‐オキサジン‐四‐オン（別名オキサジクロメホン） 

二百 三‐（三・四‐ジクロロフェニル）‐一‐メトキシ‐一‐メチル尿素（別名リニュロン） 

二百一 二・四‐ジクロロフェノキシ酢酸（別名二・四‐Ｄ又は二・四‐ＰＡ） 

二百二 一・一‐ジクロロ‐一‐フルオロエタン（別名ＨＣＦＣ‐一四一ｂ） 

二百三 二・三‐ジクロロ‐Ｎ‐四‐フルオロフェニルマレイミド（別名フルオルイミド） 
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二百四 ジクロロフルオロメタン（別名ＨＣＦＣ‐二一） 

二百五 一・三‐ジクロロ‐二‐プロパノール 

二百六 一・二‐ジクロロプロパン 

二百七 一・三‐ジクロロプロペン（別名Ｄ‐Ｄ） 

二百八 ジクロロベンゼン 

二百九 二‐[四‐（二・四‐ジクロロベンゾイル）‐一・三‐ジメチル‐五‐ピラゾリルオキシ]アセトフェ

ノン（別名ピラゾキシフェン） 

二百十 四‐（二・四‐ジクロロベンゾイル）‐一・三‐ジメチル‐五‐ピラゾリル＝四‐トルエンスルホナ

ート（別名ピラゾレート） 

二百十一 二・六‐ジクロロベンゾニトリル（別名ジクロベニル又はＤＢＮ） 

二百十二 ジクロロペンタフルオロプロパン（別名ＨＣＦＣ‐二二五） 

二百十三 ジクロロメタン（別名塩化メチレン） 

二百十四 二‐（二・四‐ジクロロ‐三‐メチルフェノキシ）プロピオンアニリド（別名クロメプロップ） 

二百十五 二・三‐ジシアノ‐一・四‐ジチアアントラキノン（別名ジチアノン） 

二百十六 Ｎ・Ｎ‐ジシクロヘキシルアミン 

二百十七 ジシクロペンタジエン 

二百十八 一・三‐ジチオラン‐二‐イリデンマロン酸ジイソプロピル（別名イソプロチオラン） 

二百十九 ジチオりん酸Ｏ‐二・四‐ジクロロフェニル‐Ｏ‐エチル‐Ｓ‐プロピル（別名プロチオホス） 

二百二十 ジチオりん酸Ｓ‐（二・三‐ジヒドロ‐五‐メトキシ‐二‐オキソ‐一・三・四‐チアジアゾール

‐三‐イル）メチル‐Ｏ・Ｏ‐ジメチル（別名メチダチオン又はＤＭＴＰ） 

二百二十一 ジチオりん酸Ｏ・Ｏ‐ジメチル‐Ｓ‐一・二‐ビス（エトキシカルボニル）エチル（別名マラソ

ン又はマラチオン） 

二百二十二 ジチオりん酸Ｏ・Ｏ‐ジメチル‐Ｓ‐[（Ｎ‐メチルカルバモイル）メチル]（別名ジメトエート） 

二百二十三 （三Ｒ・四Ｓ・五Ｓ・六Ｒ・七Ｒ・九Ｒ・一一Ｒ・一二Ｒ・一三Ｓ・一四Ｒ）‐四‐[（二・六‐

ジデオキシ‐三‐Ｃ‐メチル‐三‐Ｏ‐メチル‐アルファ‐Ｌ‐リボ‐ヘキソピラノシル）オキシ]‐一四‐

エチル‐一二・一三‐ジヒドロキシ‐七‐メトキシ‐三・五・七・九・一一・一三‐ヘキサメチル‐六‐[[三・

四・六‐トリデオキシ‐三‐（ジメチルアミノ）‐ベータ‐Ｄ‐キシロ‐ヘキソピラノシル]オキシ]オキサ

シクロテトラデカン‐二・一〇‐ジオン（別名クラリスロマイシン） 

二百二十四 ジデシル（ジメチル）アンモニウムの塩 

二百二十五 四ナトリウム＝五・八‐ビス（カルボジチオアト）‐二・五・八・一一・一四‐ペンタアザペン

タデカンビス（ジチオアート） 

二百二十六 ジナトリウム＝二・二′‐ビニレンビス[五‐（四‐モルホリノ‐六‐アニリノ‐一・三・五‐ト

リアジン‐二‐イルアミノ）ベンゼンスルホナート]（別名ＣＩフルオレスセント二百六十） 

二百二十七 ジニトロトルエン 

二百二十八 二・四‐ジニトロフェノール 

二百二十九 ジフェニルアミン 

二百三十 五・五‐ジフェニル‐二・四‐イミダゾリジンジオン 

二百三十一 Ｎ‐ジブチルアミノチオ‐Ｎ‐メチルカルバミン酸二・三‐ジヒドロ‐二・二‐ジメチル‐七‐

ベンゾ[ｂ]フラニル（別名カルボスルファン） 

二百三十二 二・六‐ジ‐ターシャリ‐ブチル‐四‐クレゾール 

二百三十三 四‐（二・二‐ジフルオロ‐一・三‐ベンゾジオキソール‐四‐イル）‐一Ｈ‐ピロール‐三‐

カルボニトリル（別名フルジオキソニル） 

二百三十四 Ｎ・Ｎ‐ジプロピルチオカルバミン酸＝Ｓ‐ベンジル（別名プロスルホカルブ） 

二百三十五 一・二‐ジブロモエタン（別名二臭化エチレン又はＥＤＢ） 

二百三十六 ジブロモクロロメタン 

二百三十七 二・二‐ジブロモ‐二‐シアノアセトアミド 
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二百三十八 ジブロモテトラフルオロエタン（別名ハロン‐二四〇二） 

二百三十九 二′・六′‐ジブロモ‐二‐メチル‐四′‐トリフルオロメトキシ‐四‐トリフルオロメチル‐

一・三‐チアゾール‐五‐カルボキサニリド（別名チフルザミド） 

二百四十 ジベンジルエーテル 

二百四十一 （ＲＳ）‐Ｏ・Ｓ‐ジメチル＝アセチルホスホルアミドチオアート（別名アセフェート） 

二百四十二 Ｎ・Ｎ‐ジメチルアセトアミド 

二百四十三 五‐ジメチルアミノ‐一・二・三‐トリチアン（別名チオシクラム） 

二百四十四 （四Ｓ・四ａＲ・五Ｓ・五ａＲ・六Ｓ・一二ａＳ）‐四‐（ジメチルアミノ）‐三・五・六・一

〇・一二・一二ａ‐ヘキサヒドロキシ‐六‐メチル‐一・一一‐ジオキソ‐一・四・四ａ・五・五ａ・六・

一一・一二ａ‐オクタヒドロテトラセン‐二‐カルボキサミド（別名オキシテトラサイクリン） 

二百四十五 ジメチルアミン 

二百四十六 三‐（三・三‐ジメチルウレイド）フェニル＝ターシャリ‐ブチルカルバマート（別名カルブチ

レート） 

二百四十七 （二Ｅ）‐三・七‐ジメチルオクタ‐二・六‐ジエニル＝アセタート（別名酢酸ゲラニル） 

二百四十八 Ｎ・Ｎ‐ジメチルオクタデシルアミン 

二百四十九 三・七‐ジメチルオクタン‐三‐オール 

二百五十 ジメチルジスルフィド 

二百五十一 二・二‐ジメチル‐二・三‐ジヒドロ‐一‐ベンゾフラン‐七‐イル＝Ｎ‐[Ｎ‐（二‐エトキシ

カルボニルエチル）‐Ｎ‐イソプロピルスルフェナモイル]‐Ｎ‐メチルカルバマート（別名ベンフラカルブ） 

二百五十二 Ｎ・Ｎ‐ジメチルドデシルアミン 

二百五十三 Ｎ・Ｎ‐ジメチルドデシルアミン＝Ｎ‐オキシド 

二百五十四 ジメチル＝二・二・二‐トリクロロ‐一‐ヒドロキシエチルホスホナート（別名トリクロルホン

又はＤＥＰ） 

二百五十五 一・一′‐ジメチル‐四・四′‐ビピリジニウム＝ジクロリド（別名パラコート又はパラコート

ジクロリド） 

二百五十六 ジメチル（一‐フェニルエチル）ベンゼン 

二百五十七 ジメチル＝四・四′‐（オルト‐フェニレン）ビス（三‐チオアロファナート）（別名チオファネ

ートメチル） 

二百五十八 三・三‐ジメチルブタン酸＝三‐メシチル‐二‐オキソ‐一‐オキサスピロ[四・四]ノナ‐三‐

エン‐四‐イル（別名スピロメシフェン） 

二百五十九 （ＲＳ）‐Ｎ‐[二‐（一・三‐ジメチルブチル）‐三‐チエニル]‐一‐メチル‐三‐（トリフ

ルオロメチル）‐一Ｈ‐ピラゾール‐四‐カルボキサミド（別名ペンチオピラド） 

二百六十 Ｎ‐（一・三‐ジメチルブチル）‐Ｎ′‐フェニル‐パラ‐フェニレンジアミン 

二百六十一 二′‐[（ＲＳ）‐一・三‐ジメチルブチル]‐五‐フルオロ‐一・三‐ジメチルピラゾール‐四

‐カルボキサニリド（別名ペンフルフェン） 

二百六十二 二・二‐ジメチルプロパン酸＝（Ｅ）‐二‐（四‐ターシャリ‐ブチルフェニル）‐二‐シアノ

‐一‐（一・三・四‐トリメチルピラゾール‐五‐イル）ビニル（別名シエノピラフェン） 

二百六十三 Ｎ‐（一・二‐ジメチルプロピル）‐Ｎ‐エチルチオカルバミン酸Ｓ‐ベンジル（別名エスプロ

カルブ） 

二百六十四 Ｎ・Ｎ‐ジメチルホルムアミド 

二百六十五 二・二‐ジメチル‐三‐メチリデンビシクロ[二・二・一]ヘプタン（別名カンフェン） 

二百六十六 Ｎ′‐[一・一‐ジメチル‐二‐（メチルスルホニル）エチル]‐三‐ヨード‐Ｎ‐[二‐メチル‐

四‐[一・二・二・二‐テトラフルオロ‐一‐（トリフルオロメチル）エチル]フェニル]フタルアミド（別名

フルベンジアミド） 

二百六十七 一・二‐ジメトキシエタン 

二百六十八 アルファ‐（四・六‐ジメトキシ‐二‐ピリミジニルカルバモイルスルファモイル）‐オルト‐
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トルイル酸メチル（別名ベンスルフロンメチル） 

二百六十九 （ＲＳ）‐七‐（四・六‐ジメトキシピリミジン‐二‐イルチオ）‐三‐メチル‐二ベンゾフラ

ン‐一（三Ｈ）‐オン（別名ピリフタリド） 

二百七十 二‐[（ジメトキシホスフィノチオイル）チオ]‐二‐フェニル酢酸エチル（別名フェントエート又

はＰＡＰ） 

二百七十一 三・五‐ジヨード‐四‐オクタノイルオキシベンゾニトリル（別名アイオキシニル） 

二百七十二 水銀及びその化合物 

二百七十三 水素化テルフェニル 

二百七十四 有機スズ化合物（ビス（トリブチルスズ）＝オキシドを除く。） 

二百七十五 スチレン 

二百七十六 セリウム及びその化合物 

二百七十七 セレン及びその化合物 

二百七十八 ダイオキシン類 

二百七十九 タリウム及びその化合物 

二百八十 炭化けい素 

二百八十一 炭酸リチウム 

二百八十二 二‐チオキソ‐三・五‐ジメチルテトラヒドロ‐二Ｈ‐一・三・五‐チアジアジン（別名ダゾメ

ット） 

二百八十三 チオシアン酸銅（Ⅰ） 

二百八十四 チオ尿素 

二百八十五 チオりん酸Ｏ‐四‐シアノフェニル‐Ｏ・Ｏ‐ジメチル（別名シアノホス又はＣＹＡＰ） 

二百八十六 チオりん酸Ｏ・Ｏ‐ジエチル‐Ｏ‐（二‐イソプロピル‐六‐メチル‐四‐ピリミジニル）（別名

ダイアジノン） 

二百八十七 チオりん酸Ｏ・Ｏ‐ジエチル‐Ｏ‐（三・五・六‐トリクロロ‐二‐ピリジル）（別名クロルピリ

ホス） 

二百八十八 チオりん酸Ｏ・Ｏ‐ジエチル‐Ｏ‐（五‐フェニル‐三‐イソオキサゾリル）（別名イソキサチオ

ン） 

二百八十九 チオりん酸Ｏ・Ｏ‐ジメチル‐Ｏ‐（三‐メチル‐四‐ニトロフェニル）（別名フェニトロチオン

又はＭＥＰ） 

二百九十 チオりん酸Ｏ・Ｏ‐ジメチル‐Ｏ‐（三‐メチル‐四‐メチルチオフェニル）（別名フェンチオン又

はＭＰＰ） 

二百九十一 チオりん酸Ｓ‐ベンジル‐Ｏ・Ｏ‐ジイソプロピル（別名イプロベンホス又はＩＢＰ） 

二百九十二 一・一′‐[（一Ｒ・二Ｒ・三Ｓ・四Ｒ・五Ｒ・六Ｓ）‐四‐[[五‐デオキシ‐二‐Ｏ‐[二‐デ

オキシ‐二‐（メチルアミノ）‐アルファ‐Ｌ‐グルコピラノシル]‐三‐Ｃ‐ホルミル‐アルファ‐Ｌ‐リ

キソフラノシル]オキシ]‐二・五・六‐トリヒドロキシシクロヘキサン‐一・三‐ジイル]ジグアニジン（別

名ストレプトマイシン） 

二百九十三 （二Ｒ・三ａＳ・五ａＲ・五ｂＳ・九Ｓ・一三Ｓ・一四Ｒ・一六ａＳ・一六ｂＲ）‐二‐[（六‐

デオキシ‐二・三・四‐トリ‐Ｏ‐メチル‐アルファ‐Ｌ‐マンノピラノシル）オキシ]‐一三‐[[四‐（ジ

メチルアミノ）‐二・三・四・六‐テトラデオキシ‐ベータ‐Ｄ‐エリトロ‐ヘキソピラノシル]オキシ]‐

九‐エチル‐一四‐メチル‐二・三・三ａ・五ａ・五ｂ・六・九・一〇・一一・一二・一三・一四・一六ａ・

一六ｂ‐テトラデカヒドロ‐一Ｈ‐ａｓ‐インダセノ[三・二‐ｄ]オキサシクロドデシン‐七・一五‐ジオ

ン（別名スピノシンＡ）及び（二Ｓ・三ａＲ・五ａＳ・五ｂＳ・九Ｓ・一三Ｓ・一四Ｒ・一六ａＳ・一六ｂ

Ｓ）‐二‐[（六‐デオキシ‐二・三・四‐トリ‐Ｏ‐メチル‐アルファ‐Ｌ‐マンノピラノシル）オキシ]

‐一三‐[[四‐（ジメチルアミノ）‐二・三・四・六‐テトラデオキシ‐ベータ‐Ｄ‐エリトロ‐ヘキソピ

ラノシル]オキシ]‐九‐エチル‐四・一四‐ジメチル‐二・三・三ａ・五ａ・五ｂ・六・九・一〇・一一・

一二・一三・一四・一六ａ・一六ｂ‐テトラデカヒドロ‐一Ｈ‐ａｓ‐インダセノ[三・二‐ｄ]オキサシク
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ロドデシン‐七・一五‐ジオン（別名スピノシンＤ）の混合物（別名スピノサド） 

二百九十四 デカナール（別名デシルアルデヒド） 

二百九十五 デカブロモジフェニルエーテル 

二百九十六 一・三・五・七‐テトラアザトリシクロ[三・三・一・一三・七]デカン（別名ヘキサメチレンテ

トラミン） 

二百九十七 テトラエチルチウラムジスルフィド（別名ジスルフィラム） 

二百九十八 テトラクロロイソフタロニトリル（別名クロロタロニル又はＴＰＮ） 

二百九十九 四・五・六・七‐テトラクロロイソベンゾフラン‐一（三Ｈ）‐オン（別名フサライド） 

三百 一・一・二・二‐テトラクロロエタン（別名四塩化アセチレン） 

三百一 テトラクロロエチレン 

三百二 テトラヒドロフラン 

三百三 テトラヒドロメチル無水フタル酸 

三百四 テトラフルオロエチレン 

三百五 二・二・三・三‐テトラフルオロプロピオン酸ナトリウム（別名テトラピオン又はフルプロパネート

ナトリウム塩） 

三百六 二・三・五・六‐テトラフルオロ‐四‐メチルベンジル＝（Ｚ）‐三‐（二‐クロロ‐三・三・三‐

トリフルオロ‐一‐プロペニル）‐二・二‐ジメチルシクロプロパンカルボキシラート（別名テフルトリン） 

三百七 テトラメチルアンモニウム＝ヒドロキシド 

三百八 三・七・九・一三‐テトラメチル‐五・一一‐ジオキサ‐二・八・一四‐トリチア‐四・七・九・一

二‐テトラアザペンタデカ‐三・一二‐ジエン‐六・一〇‐ジオン（別名チオジカルブ） 

三百九 テトラメチルチウラムジスルフィド（別名チウラム又はチラム） 

三百十 一‐[（一Ｒ・二Ｒ・五Ｓ・七Ｒ）‐二・六・六・八‐テトラメチルトリシクロ[五・三・ 

一・〇一・五]ウンデカ‐八‐エン‐九‐イル]エタノン 

三百十一 テルル及びその化合物 

三百十二 テレフタル酸 

三百十三 テレフタル酸ジメチル 

三百十四 銅水溶性塩（錯塩を除く。） 

三百十五 一‐ドデカノール（別名ノルマル‐ドデシルアルコール） 

三百十六 ドデカン‐一‐チオール 

三百十七 二‐（Ｎ‐ドデシル‐Ｎ・Ｎ‐ジメチルアンモニオ）アセタート 

三百十八 ドデシル硫酸ナトリウム 

三百十九 一・三・五‐トリアジン‐二・四・六‐トリアミン（別名メラミン） 

三百二十 トリイソプロパノールアミン 

三百二十一 トリエチルアミン 

三百二十二 トリオクチルアミン 

三百二十三 一・一・一‐トリクロロエタン 

三百二十四 一・一・二‐トリクロロエタン 

三百二十五 トリクロロエチレン 

三百二十六 トリクロロトリフルオロエタン（別名ＣＦＣ‐一一三） 

三百二十七 トリクロロニトロメタン（別名クロロピクリン） 

三百二十八 （三・五・六‐トリクロロ‐二‐ピリジル）オキシ酢酸（別名トリクロピル） 

三百二十九 二・四・六‐トリクロロフェノール 

三百三十 トリクロロフルオロメタン（別名ＣＦＣ‐一一） 

三百三十一 一・二・三‐トリクロロプロパン 

三百三十二 トリクロロベンゼン 

三百三十三 Ｎ‐（トリクロロメチルチオ）‐一・二・三・六‐テトラヒドロフタルイミド（別名キャプタン） 
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三百三十四 トリシクロ[五・二・一・〇二・六]デカ‐四‐エン‐三‐イル＝プロピオナート 

三百三十五 トリブチルアミン 

三百三十六 アルファ・アルファ・アルファ‐トリフルオロ‐二・六‐ジニトロ‐Ｎ・Ｎ‐ジプロピル‐パラ

‐トルイジン（別名トリフルラリン） 

三百三十七 トリブロモメタン（別名ブロモホルム） 

三百三十八 トリメチルアミン 

三百三十九 トリメチル（オクタデシル）アンモニウムの塩 

三百四十 （Ｅ）‐四‐（二・六・六‐トリメチルシクロヘキサ‐一‐エン‐一‐イル）ブタ‐三‐エン‐二

‐オン 

三百四十一 Ｎ・Ｎ・Ｎ‐トリメチルドデカン‐一‐アミニウムの塩 

三百四十二 トリメチルベンゼン 

三百四十三 二・四・四‐トリメチルペンタ‐一‐エン及び二・四・四‐トリメチルペンタ‐二‐エンの混合

物 

三百四十四 トリメトキシ‐[三‐（オキシラン‐二‐イルメトキシ）プロピル]シラン 

三百四十五 トリレンジイソシアネート 

三百四十六 トルイジン 

三百四十七 トルエン 

三百四十八 ナトリウム＝アルケンスルホナート（アルケンの炭素数が十四から十六までのもの及びその混合

物に限る。）及びナトリウム＝ヒドロキシアルカンスルホナート（アルカンの炭素数が十四から十六までのも

の及びその混合物に限る。）並びにこれらの混合物 

三百四十九 ナトリウム＝一‐オキソ‐一ラ五ムダ‐ピリジン‐二‐チオラート 

三百五十 ナトリウム＝（ドデカノイルオキシ）ベンゼンスルホナート 

三百五十一 ナトリウム＝一・一′‐ビフェニル‐二‐オラート 

三百五十二 ナフタレン 

三百五十三 鉛及びその化合物 

三百五十四 ニッケル 

三百五十五 ニッケル化合物 

三百五十六 ニトリロ三酢酸及びそのナトリウム塩 

三百五十七 オルト‐ニトロアニリン 

三百五十八 パラ‐ニトロクロロベンゼン 

三百五十九 ニトロベンゼン 

三百六十 ニトロメタン 

三百六十一 二硫化炭素 

三百六十二 一‐ノナノール（別名ノルマル‐ノニルアルコール） 

三百六十三 バナジウム化合物 

三百六十四 パラホルムアルデヒド 

三百六十五 ビス（アルキル）（ジメチル）アンモニウムの塩（アルキル基の構造が直鎖であり、かつ、当該ア

ルキル基の炭素数が十二、十四、十六、十八又は二十のもの及びその混合物に限る。） 

三百六十六 二・四‐ビス（イソプロピルアミノ）‐六‐メチルチオ‐一・三・五‐トリアジン（別名プロメ

トリン） 

三百六十七 二・四‐ビス（エチルアミノ）‐六‐メチルチオ‐一・三・五‐トリアジン（別名シメトリン） 

三百六十八 ビス（二‐エチルヘキシル）＝（Ｚ）‐ブタ‐二‐エンジオアート 

三百六十九 ビス（八‐キノリノラト）銅（別名オキシン銅又は有機銅） 

三百七十 ビス（Ｎ・Ｎ‐ジメチルジチオカルバミン酸）亜鉛（別名ジラム） 

三百七十一 ビス（Ｎ・Ｎ‐ジメチルジチオカルバミン酸）Ｎ・Ｎ′‐エチレンビス（チオカルバモ 

イルチオ亜鉛）（別名ポリカーバメート） 
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三百七十二 ビス（二‐スルフィドピリジン‐一‐オラト）銅 

三百七十三 （Ｔ‐四）‐ビス[二‐（チオキソ‐カッパＳ）‐ピリジン‐一（二Ｈ）‐オラト‐カッパＯ]亜

鉛（Ⅱ） 

三百七十四 ビス（二・二・六・六‐テトラメチル‐四‐ピペリジル）＝セバケート 

三百七十五 ビス（トリブチルスズ）＝オキシド 

三百七十六 Ｎ・Ｎ‐ビス（二‐ヒドロキシエチル）アルカンアミド（アルカンの構造が直鎖であり、かつ、

当該アルカンの炭素数が八、十、十二、十四、十六又は十八のもの及びその混合物に限る。）、（Ｚ）‐Ｎ・Ｎ

‐ビス（二‐ヒドロキシエチル）オクタデカ‐九‐エンアミド及び（九Ｚ・一二Ｚ）‐Ｎ・Ｎ‐ビス（二‐

ヒドロキシエチル）オクタデカ‐九・一二‐ジエンアミド並びにこれらの混合物 

三百七十七 Ｓ・Ｓ‐ビス（一‐メチルプロピル）＝Ｏ‐エチル＝ホスホロジチオアート（別名カズサホス） 

三百七十八 砒素及びその無機化合物 

三百七十九 ヒドラジン 

三百八十 （一‐ヒドロキシエタン‐一・一‐ジイル）ジホスホン酸並びにそのカリウム塩及びナトリウム塩 

三百八十一 ヒドロキノン 

三百八十二 四‐ビニル‐一‐シクロヘキセン 

三百八十三 ビフェニル 

三百八十四 ピペラジン 

三百八十五 ピペロナール（別名ヘリオトロピン） 

三百八十六 ピリジン 

三百八十七 ピロカテコール（別名カテコール） 

三百八十八 二‐フェニルフェノール 

三百八十九 Ｎ‐フェニルマレイミド 

三百九十 フェニレンジアミン 

三百九十一 フェノール 

三百九十二 三‐フェノキシベンジル＝三‐（二・二‐ジクロロビニル）‐二・二‐ジメチルシクロプロパン

カルボキシラート（別名ペルメトリン） 

三百九十三 一・三‐ブタジエン 

三百九十四 フタル酸ジオクチル 

三百九十五 フタル酸ジブチル 

三百九十六 フタル酸ビス（二‐エチルヘキシル） 

三百九十七 フタル酸ブチル＝ベンジル 

三百九十八 二‐ターシャリ‐ブチルアミノ‐四‐シクロプロピルアミノ‐六‐メチルチオ‐一・三・五‐ト

リアジン 

三百九十九 二‐ターシャリ‐ブチルイミノ‐三‐イソプロピル‐五‐フェニルテトラヒドロ‐四Ｈ‐一・

三・五‐チアジアジン‐四‐オン（別名ブプロフェジン） 

四百ターシャリ‐ブチル＝二‐エチルペルオキシヘキサノアート 

四百一 Ｎ‐ターシャリ‐ブチル‐Ｎ′‐（四‐エチルベンゾイル）‐三・五‐ジメチルベンゾヒドラジド（別

名テブフェノジド） 

四百二 Ｎ‐[一‐（Ｎ‐ブチルカルバモイル）‐一Ｈ‐二‐ベンゾイミダゾリル]カルバミン酸メチル（別名

ベノミル） 

四百三 ブチル＝（Ｒ）‐二‐[四‐（四‐シアノ‐二‐フルオロフェノキシ）フェノキシ]プロピオナート（別

名シハロホップブチル） 

四百四 一‐ターシャリ‐ブチル‐三‐（二・六‐ジイソプロピル‐四‐フェノキシフェニル）チオ尿素（別

名ジアフェンチウロン） 

四百五 二‐ターシャリ‐ブチルシクロヘキシル＝アセタート 

四百六 四‐ターシャリ‐ブチルシクロヘキシル＝アセタート 
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四百七 五‐タ_______ーシャリ‐ブチル‐三‐（二・四‐ジクロロ‐五‐イソプロポキシフェニル）‐一・三・

四‐オキサジアゾール‐二（三Ｈ）‐オン（別名オキサジアゾン） 

四百八 一‐（五‐ターシャリ‐ブチル‐一・三・四‐チアジアゾール‐二‐イル）‐一・三‐ジメチル尿素

（別名テブチウロン） 

四百九 二‐（四‐ターシャリ‐ブチルフェニル）‐二‐シアノ‐三‐オキソ‐三‐（二‐トリフルオロメチ

ルフェニル）プロパン酸＝二‐メトキシエチル（別名シフルメトフェン） 

四百十 三‐（四‐ターシャリ‐ブチルフェニル）プロパナール 

四百十一 三‐（四‐ターシャリ‐ブチルフェニル）‐二‐メチルプロパナール 

四百十二 二‐ターシャリ‐ブチルフェノール 

四百十三 二‐（四‐ターシャリ‐ブチルフェノキシ）シクロヘキシル＝二‐プロピニル＝スルフィット（別

名プロパルギット又はＢＰＰＳ） 

四百十四 ふっ化水素及びその水溶性塩 

四百十五 二‐ブテナール 

四百十六 二‐ターシャリ‐ブトキシエタノール 

四百十七 Ｎ‐ブトキシメチル‐二‐クロロ‐二′・六′‐ジエチルアセトアニリド（別名ブタクロール） 

四百十八 フルフラール 

四百十九 Ｎ・Ｎ′‐プロピレンビス（ジチオカルバミン酸）と亜鉛の重合物（別名プロピネブ） 

四百二十 ブロモクロロジフルオロメタン（別名ハロン‐一二一一） 

四百二十一 四‐ブロモ‐二‐（四‐クロロフェニル）‐一‐エトキシメチル‐五‐（トリフルオロメチル）

ピロール‐三‐カルボニトリル（別名クロルフェナピル） 

四百二十二 三‐ブロモ‐Ｎ‐[四‐クロロ‐二‐メチル‐六‐（メチルカルバモイル）フェニル]‐一‐（三

‐クロロピリジン‐二‐イル）‐一Ｈ‐ピラゾール‐五‐カルボキサミド（別名クロラントラニリプロール） 

四百二十三 ブロモジクロロメタン 

四百二十四 ブロモトリフルオロメタン（別名ハロン‐一三〇一） 

四百二十五 五‐ブロモ‐三‐セカンダリ‐ブチル‐六‐メチル‐一・二・三・四‐テトラヒドロピリミジン

‐二・四‐ジオン（別名ブロマシル） 

四百二十六 三‐（三‐ブロモ‐六‐フルオロ‐二‐メチルインドール‐一‐イルスルホニル）‐Ｎ・Ｎ‐ジ

メチル‐一・二・四‐トリアゾール‐一‐スルホンアミド（別名アミスルブロム） 

四百二十七 一‐ブロモプロパン 

四百二十八 二‐ブロモプロパン 

四百二十九 ブロモメタン（別名臭化メチル） 

四百三十 六・七・八・九・一〇・一〇‐ヘキサクロロ‐一・五・五ａ・六・九・九ａ‐ヘキサヒドロ‐六・

九‐メタノ‐二・四・三‐ベンゾジオキサチエピン＝三‐オキシド（別名エンドスルファン又はベンゾエピ

ン） 

四百三十一 ヘキサデシルトリメチルアンモニウム＝クロリド 

四百三十二 ヘキサヒドロ‐一・三・五‐トリス（二‐ヒドロキシエチル）‐一・三・五‐トリアジン 

四百三十三 四・六・六・七・八・八‐ヘキサメチル‐一・三・四・六・七・八‐ヘキサヒドロシクロペンタ[ｇ]

イソクロメン 

四百三十四 ヘキサメチレンジアミン 

四百三十五 ヘキサメチレン＝ジイソシアネート 

四百三十六 ヘキサン 

四百三十七 ヘキサンジヒドラジド 

四百三十八 ヘキシル＝二‐ヒドロキシベンゾアート 

四百三十九 一‐ヘキセン 

四百四十 ベタナフトール 

四百四十一 一・四・五・六・七・八・八‐ヘプタクロロ‐二・三‐エポキシ‐二・三・三ａ・四・七・七ａ
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‐ヘキサヒドロ‐四・七‐メタノ‐一Ｈ‐インデン（別名ヘプタクロルエポキシド） 

四百四十二 ヘプタン 

四百四十三 五‐ヘプチルオキソラン‐二‐オン 

四百四十四 ベリリウム及びその化合物 

四百四十五 ペルオキソ二硫酸の水溶性塩 

四百四十六 ペルフルオロオクタン酸（別名ＰＦＯＡ）及びその塩 

四百四十七 ペルフルオロ（オクタン‐一‐スルホン酸）（別名ＰＦＯＳ） 

四百四十八 ベンジリジン＝トリクロリド 

四百四十九 二‐ベンジリデンオクタナール 

四百五十 ベンジル＝クロリド（別名塩化ベンジル） 

四百五十一 ベンズアルデヒド 

四百五十二 ベンゼン 

四百五十三 一・二・四‐ベンゼントリカルボン酸一・二‐無水物 

四百五十四 三‐（一・三‐ベンゾジオキソール‐五‐イル）‐二‐メチルプロパナール 

四百五十五 二‐（二‐ベンゾチアゾリルオキシ）‐Ｎ‐メチルアセトアニリド（別名メフェナセット） 

四百五十六 ベンゾフェノン 

四百五十七 ペンタクロロフェノール 

四百五十八 ほう素化合物 

四百五十九 ポリ塩化ビフェニル（別名ＰＣＢ） 

四百六十 ポリ（オキシエチレン）＝アルキルエーテル（アルキル基の炭素数が十二から十五までのもの及び

その混合物に限る。） 

四百六十一 ポリ（オキシエチレン）＝アルキルフェニルエーテル（アルキル基の炭素数が八のものに限る。） 

四百六十二 ポリ（オキシエチレン）＝アルキルフェニルエーテル（アルキル基の炭素数が九のものに限る。） 

四百六十三 ポリ（オキシエチレン）＝ドデシルエーテル硫酸エステルナトリウム 

四百六十四 ホルムアルデヒド 

四百六十五 マンガン及びその化合物 

四百六十六 無水酢酸 

四百六十七 無水フタル酸 

四百六十八 メタクリル酸 

四百六十九 メタクリル酸メチル 

四百七十 （Ｚ）‐二′‐メチルアセトフェノン＝四・六‐ジメチル‐二‐ピリミジニルヒドラゾン（別名フ

ェリムゾン） 

四百七十一 メチル＝イソチオシアネート 

四百七十二 メチルイソブチルケトン 

四百七十三 メチル＝二‐（三‐オキソ‐二‐ペンチルシクロペンチル）アセタート 

四百七十四 二‐[メチル‐[（Ｚ）‐オクタデカ‐九‐エノイル]アミノ]酢酸（別名オレオイルザルコシン） 

四百七十五 Ｎ‐メチルカルバミン酸二・三‐ジヒドロ‐二・二‐ジメチル‐七‐ベンゾ[ｂ]フラニル（別名

カルボフラン） 

四百七十六 Ｎ‐メチルカルバミン酸一‐ナフチル（別名カルバリル又はＮＡＣ） 

四百七十七 Ｎ‐メチルカルバミン酸二‐セカンダリ‐ブチルフェニル（別名フェノブカルブ又はＢＰＭＣ） 

四百七十八 メチル＝（Ｅ）‐二‐[二‐[六‐（二‐シアノフェノキシ）ピリミジン‐四‐イルオキシ]フェニ

ル]‐三‐メトキシアクリラート（別名アゾキシストロビン） 

四百七十九 Ｎ‐メチルジチオカルバミン酸（別名カーバム） 

四百八十 Ｎ‐メチルジチオカルバミン酸ナトリウム（別名メタムナトリウム塩） 

四百八十一 Ｎ‐メチルジデカン‐一‐イルアミン 

四百八十二 アルファ‐メチルスチレン 
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四百八十三 二‐メチルチオ‐四‐エチルアミノ‐六‐（一・二‐ジメチルプロピルアミノ）‐ｓ‐トリアジ

ン（別名ジメタメトリン） 

四百八十四 メチル＝ドデカノアート 

四百八十五 （Ｅ）‐三‐メチル‐四‐（二・六・六‐トリメチルシクロヘキサ‐二‐エン‐一‐イル）ブタ

‐三‐エン‐二‐オン 

四百八十六 メチルナフタレン 

四百八十七 （ＲＳ）‐一‐メチル‐二‐ニトロ‐三‐（テトラヒドロ‐三‐フリルメチル）グアニジン（別

名ジノテフラン） 

四百八十八 三‐メチルピリジン 

四百八十九 Ｎ‐メチル‐二‐ピロリドン 

四百九十 二‐メチルプロパン‐二‐チオール 

四百九十一 メチル＝ベンゾイミダゾール‐二‐イルカルバマート（別名カルベンダジム） 

四百九十二 三‐メチルペンタ‐三‐エン‐二‐オンと三‐メチリデン‐七‐メチルオクタ‐一・六‐ジエン

の反応生成物であって、一‐（二・三・八・八‐テトラメチル‐一・二・三・四・五・六・七・八‐オクタ

ヒドロ‐二‐ナフチル）エタノン、一‐（二・三・八・八‐テトラメチル‐一・二・三・四・六・七・八・

八ａ‐オクタヒドロ‐二‐ナフチル）エタノン及び一‐（二・三・八・八‐テトラメチル‐一・二・三・五・

六・七・八・八ａ‐オクタヒドロ‐二‐ナフチル）エタノンの混合物を八十重量パーセント以上含有するも

の 

四百九十三 二‐メチル‐Ｎ‐[三‐（一‐メチルエトキシ）フェニル]ベンズアミド（別名メプロニル） 

四百九十四 Ｓ‐メチル‐Ｎ‐（メチルカルバモイルオキシ）チオアセトイミダート（別名メソミル） 

四百九十五 メチル＝（Ｅ）‐メトキシイミノ‐[二‐[[[[（Ｅ）‐一‐[三‐（トリフルオロメチル）フェニ

ル]エチリデン]アミノ]オキシ]メチル]フェニル]アセタート（別名トリフロキシストロビン） 

四百九十六 メチル＝（Ｅ）‐メトキシイミノ[二‐（オルト‐トリルオキシメチル）フェニル]アセタート（別

名クレソキシムメチル） 

四百九十七 四・四′‐メチレンジアニリン 

四百九十八 メチレンビス（四・一‐フェニレン）＝ジイソシアネート 

四百九十九 三‐メトキシアニリン 

五百 （Ｅ）‐二‐メトキシイミノ‐Ｎ‐メチル‐二‐（二‐フェノキシフェニル）アセトアミド（別名メト

ミノストロビン） 

五百一 二‐（二‐メトキシエトキシ）エタノール 

五百二 三‐メトキシカルボニルアミノフェニル＝三′‐メチルカルバニラート（別名フェンメディファム） 

五百三 Ｎ‐（六‐メトキシ‐二‐ピリジル）‐Ｎ‐メチルチオカルバミン酸Ｏ‐三‐ターシャリ‐ブチルフ

ェニル（別名ピリブチカルブ） 

五百四 一‐メトキシ‐二‐（二‐メトキシエトキシ）エタン 

五百五 モリブデン及びその化合物 

五百六 硫化（二・四・四‐トリメチルペンテン） 

五百七 硫酸ジメチル 

五百八 りん化アルミニウム 

五百九 りん酸ジブチル＝フェニル 

五百十 りん酸ジメチル＝二・二‐ジクロロビニル（別名ジクロルボス又はＤＤＶＰ） 

五百十一 りん酸トリス（二‐エチルヘキシル） 

五百十二 りん酸トリス（二‐クロロエチル） 

五百十三 りん酸トリトリル 

五百十四 りん酸トリフェニル 

五百十五 りん酸トリブチル 

備考 
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一 この表において「数平均分子量」とは、日本産業規格Ｋ七二五二‐一に定める数平均分子量をいう。 

二 この表において「重量パーセント」とは、溶液中の表示物質の重量の溶液の全重量に対する比の百倍を

いう。 

別表第二 （第二条関係） 

一 アクリル酸二‐ヒドロキシエチル 

二 アクリル酸二‐ヒドロキシプロピル 

三 一‐アミノ‐九・一〇‐アントラキノン 

四 二‐アミノ‐三‐クロロ‐一・四‐ナフトキノン（別名ＡＣＮ） 

五 イソプロピルアンモニウム＝（ＲＳ）‐二‐（四‐イソプロピル‐四‐メチル‐五‐オキソ‐二‐イミダ

ゾリン‐二‐イル）ニコチナート（別名イマザピル又はイマザピルイソプロピルアミン塩） 

六 二‐イミダゾリジンチオン 

七 一・一′‐[イミノジ（オクタメチレン）]ジグアニジン（別名イミノクタジン） 

八 エチルメチルケトンペルオキシド 

九 六‐エトキシ‐一・二‐ジヒドロ‐二・二・四‐トリメチルキノリン（別名エトキシキン） 

十 一・二‐エポキシ‐三‐（トリルオキシ）プロパン 

十一 二・三‐エポキシ‐一‐プロパノール 

十二 エマメクチン安息香酸塩（別名エマメクチンＢ一ａ安息香酸塩及びエマメクチンＢ一ｂ安息香酸塩の混

合物） 

十三 塩化ベンゾイル 

十四 オクタン 

十五 オクタン‐一‐チオール 

十六 （二‐クロロエチル）トリメチルアンモニウム＝クロリド 

十七 クロロシクロヘキサン 

十八 （ＲＳ）‐一‐[三‐クロロ‐四‐（一・一・二‐トリフルオロ‐二‐トリフルオロメトキシエトキシ）

フェニル]‐三‐（二・六‐ジフルオロベンゾイル）尿素（別名ノバルロン） 

十九 一‐[四‐[二‐クロロ‐四‐（トリフルオロメチル）フェノキシ]‐二‐フルオロフェニル]‐三‐（二・

六‐ジフルオロベンゾイル）尿素（別名フルフェノクスロン） 

二十 オルト‐クロロトルエン 

二十一 パラ‐クロロトルエン 

二十二 （Ｅ）‐Ｎ‐[（六‐クロロ‐三‐ピリジル）メチル]‐Ｎ‐エチル‐Ｎ ′‐メチル‐二‐ニトロエテ

ン‐一・一‐ジアミン（別名ニテンピラム） 

二十三 （ＲＳ）‐二‐[二‐（三‐クロロフェニル）‐二・三‐エポキシプロピル]‐二‐エチルインダン‐

一・三‐ジオン（別名インダノファン） 

二十四 （四ＲＳ・五ＲＳ）‐五‐（四‐クロロフェニル）‐Ｎ‐シクロヘキシル‐四‐メチル‐二‐オキソ

‐一・三‐チアゾリジン‐三‐カルボキサミド（別名ヘキシチアゾクス） 

二十五 Ｎ‐（四‐クロロフェニル）‐一‐シクロヘキセン‐一・二‐ジカルボキシミド（別名クロルフタリ

ム） 

二十六 一‐（四‐クロロフェニル）‐三‐（二・六‐ジフルオロベンゾイル）尿素（別名ジフルベンズロン） 

二十七 四‐[三‐（四‐クロロフェニル）‐三‐（三・四‐ジメトキシフェニル）アクリロイル]モルホリン

（別名ジメトモルフ） 

二十八 二‐（四‐クロロフェニル）‐二‐（一Ｈ‐一・二・四‐トリアゾール‐一‐イルメチル）ヘキサン

ニトリル（別名ミクロブタニル） 

二十九 四‐クロロフェニル＝二・四・五‐トリクロロフェニル＝スルホン（別名テトラジホン） 

三十 （ＲＳ）‐四‐（四‐クロロフェニル）‐二‐フェニル‐二‐（一Ｈ‐一・二・四‐トリアゾール‐一

‐イルメチル）ブチロニトリル（別名フェンブコナゾール） 

三十一 [二‐[三‐（四‐クロロフェニル）プロピル]‐二・四・四‐トリメチル‐一・三‐オキサゾリジン‐
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三‐イル]（一Ｈ‐イミダゾール‐一‐イル）メタノン 

三十二 三‐クロロ‐一・二‐プロパンジオール 

三十三 三‐クロロ‐二‐メチル‐一‐プロペン 

三十四 （五‐クロロ‐二‐メトキシ‐四‐メチルピリジン‐三‐イル）（二・三・四‐トリメトキシ‐六‐メ

チルフェニル）メタノン（別名ピリオフェノン） 

三十五 酢酸ベンジル 

三十六 シアナミド 

三十七 （ＲＳ）‐二‐シアノ‐Ｎ‐[（Ｒ）‐一‐（二・四‐ジクロロフェニル）エチル]‐三・三‐ジメチ

ルブチラミド（別名ジクロシメット） 

三十八 （ＲＳ）‐アルファ‐シアノ‐三‐フェノキシベンジル＝Ｎ‐（二‐クロロ‐アルファ・アルファ・

アルファ‐トリフルオロ‐パラ‐トリル）‐Ｄ‐バリナート（別名フルバリネート） 

三十九 アルファ‐シアノ‐三‐フェノキシベンジル＝三‐（二・二‐ジクロロビニル）‐二・二‐ジメチル

シクロプロパンカルボキシラート（別名シペルメトリン） 

四十 （Ｓ）‐アルファ‐シアノ‐三‐フェノキシベンジル＝（一Ｒ・三Ｓ）‐二・二‐ジメチル‐三‐（一・

二・二・二‐テトラブロモエチル）シクロプロパンカルボキシラート（別名トラロメトリン） 

四十一 （ＲＳ）‐アルファ‐シアノ‐三‐フェノキシベンジル＝二・二・三・三‐テトラメチルシクロプロ

パンカルボキシラート（別名フェンプロパトリン） 

四十二 アルファ‐シアノ‐四‐フルオロ‐三‐フェノキシベンジル＝三‐（二・二‐ジクロロビニル）‐二・

二‐ジメチルシクロプロパンカルボキシラート（別名シフルトリン） 

四十三 一‐[二‐（シクロプロピルカルボニル）アニリノスルホニル]‐三‐（四・六‐ジメトキシピリミジ

ン‐二‐イル）尿素（別名シクロスルファムロン） 

四十四 四‐シクロプロピル‐六‐メチル‐Ｎ‐フェニルピリミジン‐二‐アミン（別名シプロジニル） 

四十五 Ｎ‐（シクロヘキシルチオ）フタルイミド 

四十六 一‐（三・五‐ジクロロ‐二・四‐ジフルオロフェニル）‐三‐（二・六‐ジフルオロベンゾイル）

尿素（別名テフルベンズロン） 

四十七 一・三‐ジクロロ‐五・五‐ジメチルイミダゾリジン‐二・四‐ジオン 

四十八 Ｎ‐（二・三‐ジクロロ‐四‐ヒドロキシフェニル）‐一‐メチルシクロヘキサンカルボキサミド（別

名フェンヘキサミド） 

四十九 （ＲＳ）‐二‐（二・四‐ジクロロフェニル）‐三‐（一Ｈ‐一・二・四‐トリアゾール‐一‐イル）

プロピル＝一・一・二・二‐テトラフルオロエチル＝エーテル（別名テトラコナゾール） 

五十 （ＲＳ）‐一‐[二・五‐ジクロロ‐四‐（一・一・二・三・三・三‐ヘキサフルオロプロポキシ）フェ

ニル]‐三‐（二・六‐ジフルオロベンゾイル）尿素（別名ルフェヌロン） 

五十一 Ｎ・Ｎ‐ジシクロヘキシル‐二‐ベンゾチアゾールスルフェンアミド 

五十二 ジチオりん酸Ｏ・Ｏ‐ジエチル‐Ｓ‐（二‐エチルチオエチル）（別名エチルチオメトン又はジスルホ

トン） 

五十三 ジナトリウム＝四‐アミノ‐三‐[四′‐（二・四‐ジアミノフェニルアゾ）‐一・一′‐ビフェニル

‐四‐イルアゾ]‐五‐ヒドロキシ‐六‐フェニルアゾ‐二・七‐ナフタレンジスルホナート（別名ＣＩダイ

レクトブラック三十八） 

五十四 [三‐（四・五‐ジヒドロイソオキサゾール‐三‐イル）‐四‐メシル‐二‐メチルフェニル]（五‐

ヒドロキシ‐一‐メチルピラゾール‐四‐イル）メタノン 

五十五 ジフェニルエーテル 

五十六 一・三‐ジフェニルグアニジン 

五十七 二′・四′‐ジフルオロ‐二‐（三‐トリフルオロメチルフェノキシ）ニコチンアニリド 

五十八 Ｎ・Ｎ‐ジメチルアニリン 

五十九 三・七‐ジメチルオクタ‐一・六‐ジエン‐三‐イル＝アセタート（別名酢酸リナリル） 

六十 （Ｅ）‐三・七‐ジメチルオクタ‐二・六‐ジエン‐一‐オール（別名ゲラニオール） 
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六十一 Ｓ・Ｓ′‐ジメチル＝二‐ジフルオロメチル‐四‐イソブチル‐六‐トリフルオロメチルピリジン‐

三・五‐ジカルボチオアート（別名ジチオピル） 

六十二 Ｎ・Ｎ‐ジメチルテトラデカン‐一‐アミン 

六十三 （ＲＳ）‐Ｎ‐[二‐（三・五‐ジメチルフェノキシ）‐一‐メチルエチル]‐六‐（一‐フルオロ‐

一‐メチルエチル）‐一・三・五‐トリアジン‐二・四‐ジアミン（別名トリアジフラム） 

六十四 二・二‐ジメチルブタン酸＝三‐（二・四‐ジクロロフェニル）‐二‐オキソ‐一‐オキサスピロ[四・

五]デカ‐三‐エン‐四‐イル（別名スピロジクロフェン） 

六十 五臭素 

六十 六臭素酸の水溶性塩 

六十七 チオりん酸Ｏ‐四‐ブロモ‐二‐クロロフェニル‐Ｏ‐エチル‐Ｓ‐プロピル（別名プロフェノホス） 

六十八 デカヒドロナフタレン 

六十九 三・六・九‐トリアザウンデカン‐一・一一‐ジアミン（別名テトラエチレンペンタミン） 

七十 トリエチレンテトラミン 

七十一 一・三・五‐トリス（二・三‐エポキシプロピル）‐一・三・五‐トリアジン‐二・四・六（一Ｈ・

三Ｈ・五Ｈ）‐トリオン 

七十二 一・三・五‐トリス[三‐（ジメチルアミノ）プロピル]ヘキサヒドロ‐一・三・五‐トリアジン 

七十三 二・四・六‐トリニトロトルエン 

七十四 二・四・六‐トリブロモフェノール 

七十五 （一Ｒ・二Ｒ・四Ｒ）‐一・七・七‐トリメチルビシクロ[二・二・一]ヘプタン‐二‐イル＝アセタ

ート及び（一Ｓ・二Ｓ・四Ｓ）‐一・七・七‐トリメチルビシクロ[二・二・一]ヘプタン‐二‐イル＝アセ

タートの混合物（別名イソボルニル＝アセテート） 

七十六 三・五・五‐トリメチル‐一‐ヘキサノール 

七十七 トルエンジアミン 

七十八 二アクリル酸ヘキサメチレン 

七十九 ニトロエタン 

八十 オルト‐ニトロトルエン 

八十一 ノナン 

八十二 二・二‐ビス（ブロモメチル）プロパン‐一・三‐ジオール（別名ジブロモネオペンチルグリコール） 

八十三 ビス（一‐メチル‐一‐フェニルエチル）＝ペルオキシド 

八十四 ビス（りん酸）三亜鉛 

八十五 四‐ヒドロキシ安息香酸プロピル（別名パラオキシ安息香酸プロピル） 

八十六 二‐ヒドロキシ安息香酸（Ｚ）‐三‐ヘキセニル 

八十七 四‐ヒドロキシ安息香酸メチル 

八十八 二‐ビニルピリジン 

八十九 二‐フェノキシエチル＝イソブチレート 

九十 フェノチアジン 

九十一 ブタ‐二‐イン‐一・四‐ジオール 

九十二 フタル酸ジアリル 

九十三 フタル酸ジイソブチル 

九十四 フタル酸ジエチル 

九十五 フタル酸ジトリデシル 

九十六 Ｎ‐ブチル‐Ｎ‐エチル‐アルファ・アルファ・アルファ‐トリフルオロ‐二・六‐ジニトロ‐パラ

‐トルイジン（別名ベスロジン又はベンフルラリン） 

九十七 ブチル‐二・三‐エポキシプロピルエーテル 

九十八 三‐（五‐ターシャリ‐ブチル‐一・二‐オキサゾール‐三‐イル）‐一・一‐ジメチル尿素（別名

イソウロン） 
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九十九 Ｎ‐ブチルカルバミド酸＝三‐ヨード‐二‐プロピニル 

百 三‐ターシャリ‐ブチル‐五‐クロロ‐六‐メチルウラシル（別名ターバシル） 

百一 五‐ターシャリ‐ブチル‐三‐[二・四‐ジクロロ‐五‐（プロパ‐二‐イン‐一‐イルオキシ）フェニ

ル]‐一・三・四‐オキサジアゾール‐二（三Ｈ）‐オン（別名オキサジアルギル） 

百二 一‐（四‐ターシャリ‐ブチル‐二・六‐ジメチル‐三・五‐ジニトロフェニル）エタノン 

百三 ターシャリ‐ブチル＝四‐[[[（一・三‐ジメチル‐五‐フェノキシ‐四‐ピラゾリル）メチリデン]ア

ミノオキシ]メチル]ベンゾアート（別名フェンピロキシメート） 

百四一‐ターシャリ‐ブチル‐一‐（三・五‐ジメチルベンゾイル）‐二‐（三‐メトキシ‐二‐メチルベン

ゾイル）ヒドラジン（別名メトキシフェノジド） 

百五 ターシャリ‐ブチル＝ヒドロペルオキシド 

百六 四‐ターシャリ‐ブチルフェノール 

百七 二‐ターシャリ‐ブチル‐五‐（四‐ターシャリ‐ブチルベンジルチオ）‐四‐クロロ‐三（二Ｈ）‐

ピリダジノン（別名ピリダベン） 

百八 Ｎ‐（四‐ターシャリ‐ブチルベンジル）‐四‐クロロ‐三‐エチル‐一‐メチルピラゾール‐五‐カ

ルボキサミド（別名テブフェンピラド） 

百九Ｎ‐（ターシャリ‐ブチル）‐二‐ベンゾチアゾールスルフェンアミド 

百十 フラン 

百十一 四′‐フルオロ‐Ｎ‐イソプロピル‐二‐（五‐トリフルオロメチル‐一・三・四‐チアジアゾール

‐二‐イルオキシ）アセトアニリド（別名フルフェナセット） 

百十二 五‐プロパン‐一‐イル‐六‐（二・五・八‐トリオキサドデカン‐一‐イル）‐一・三‐ベンゾジ

オキソール（別名ピペロニルブトキシド） 

百十三 三‐ブロモ‐一‐（三‐クロロピリジン‐二‐イル）‐Ｎ‐[四‐シアノ‐二‐メチル‐六‐（メチル

カルバモイル）フェニル]‐一Ｈ‐ピラゾール‐五‐カルボキサミド（別名シアントラニリプロール） 

百十四 ヘキサフルオロプロペン 

百十五 ヘキサン酸エチル（別名カプロン酸エチル） 

百十六 二‐ベンジリデンヘプタナール 

百十七 ベンゼン‐一・二・四・五‐テトラカルボン酸 

百十八 ホルムアミド 

百十九 無水マレイン酸 

百二十 メタクリル酸二・三‐エポキシプロピル 

百二十一 メタクリル酸ブチル 

百二十二 メチル＝三‐クロロ‐五‐（四・六‐ジメトキシ‐二‐ピリミジニルカルバモイルスルファモイル）

‐一‐メチルピラゾール‐四‐カルボキシラート（別名ハロスルフロンメチル） 

百二十三 三‐メチル‐一・五‐ジ（二・四‐キシリル）‐一・三・五‐トリアザペンタ‐一・四‐ジエン（別

名アミトラズ） 

百二十四 二‐（四‐メチルシクロヘキサ‐三‐エン‐一‐イル）プロパン‐二‐イル＝アセタート（別名酢

酸テルピニル） 

百二十五 六‐メチル‐一・三‐ジチオロ[四・五‐ｂ]キノキサリン‐二‐オン 

百二十六 四‐メチル‐二・四‐ジフェニルペンタ‐一‐エン 

百二十七メチル‐Ｎ ′・Ｎ ′‐ジメチル‐Ｎ‐[（メチルカルバモイル）オキシ]‐一‐チオオキサムイミデ

ート（別名オキサミル） 

百二十八 二‐メチル‐Ｎ‐[四‐ニトロ‐三‐（トリフルオロメチル）フェニル]プロパンアミド（別名フル

タミド） 

百二十九 一‐メチル‐一‐フェニルエチル＝ヒドロペルオキシド 

百三十 七‐メチル‐三‐メチレンオクタ‐一・六‐ジエン（別名ミルセン） 

百三十一 二‐メルカプトエタノール 
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百三十二 二‐メルカプトベンゾチアゾール 

百三十三 ラクトニトリル 

百三十四 硫酸ジエチル 

附 則 

（施行期日） 

１ この政令は、令和五年四月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この政令による改正後の特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律施行

令の規定は、特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律第五条第二項の規

定に基づき令和六年度以降において届け出るべき同条第一項に規定する第一種指定化学物質の排出量及び移

動量（以下「排出量等」という。）について適用し、同条第二項の規定に基づき令和五年度において届け出る

べき排出量等については、なお従前の例による。 

厚生労働大臣  後藤 茂之   

経済産業大臣  萩生田光一   

環境大臣  山口  壯  

内閣総理大臣  岸田 文雄   

********************************************************************************************* 

[2] 日本産業規格(JIS)の制定・改正 

◇日本産業規格(JIS)を制定・改正しました（2021年 10月分） 

   ＜経済産業省 2021年 10月 20日＞ 

   https://www.meti.go.jp/press/2021/10/20211020001/20211020001.html 

JISは、鉱工業品、データ、サービスの品質、性能や試験方法などを定めた国家規格であり、社会的環境の変化

に対応して、制定・改正しています。 

1．今回の JISの制定・改正内容 

今回は、1件の制定及び 7件の改正を行いました。なお、今回は、日本産業標準調査会（JISC）の審議を経ずに

JIS制定等が可能な認定産業標準作成機関である一般財団法人日本規格協会作成の JISです(資料 1)。 

2．JIS(日本産業規格)とは 

JIS(Japanese Industrial Standards)は、製品、データ、サービスなどの種類や品質、それらを確認する試験方

法又は評価方法や、要求される規格値などを定めており、例えば、生産者、サービスの提供者、使用者・消費者

などが安心して品質が良い製品を入手したり、サービスの提供を受けることができるために用いられています。 

 経済産業省では、技術の進歩や、社会的環境の変化等、必要に応じて、JISを制定・改正しています。 

JISについて、詳しくは、下記のサイトを御覧ください。 

日本産業標準調査会ホームページ   https://www.jisc.go.jp/ 

経産省ホームページ標準化・認証   https://www.meti.go.jp/policy/economy/hyojun-kijun/index.html 

---------- 

◇日本産業規格（経済産業省） 

   [官報] 令和 3年 10月 20日 号外 第 238号 64～82頁 

   https://kanpou.npb.go.jp/20211020/20211020g00238/20211020g002380064f.html 

〇日本産業規格 

 令和３年 10月 20日に下記の日本産業規格を確認したので、産業標準化法（昭和 24年法律第 185号）第 19条

の規定に基づき公示する。なお、下記の日本産業規格（まえがきを除く｡）中「日本工業規格」を「日本産業規格」

に討日本工業標準調査会」を「日本産業標準調査会」に、及び「工業標準化法第 19条」を「産業標準化法第 30

条」に改める。 

  令和３年 10月 20日                       経済産業大臣  萩生田光一 

―以下、化学物質関連分のみ抜粋、掲載＜ACSES事務局＞― 

ステンレス鋼の硫酸・硫酸第二鉄腐食試験方法 G0572 
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ステンレス鋼の 65％硝酸腐食試験方法 G0573 

ステンレス鋼の硫酸・硫酸銅腐食試験方法 G0575 

ステンレス鋼の応力腐食割れ試験方法 G0576 

ステンレス鋼のアノード分極曲線測定方法 G0579 

鋳鋼品の放射線透過検査 G0585 

炭素鋼鍛鋼品及び低合金鋼鍛鋼品の超音波探傷試験方法 G0587 

鋳鋼品鋳肌の外観試験方法及び等級分類 G0588 

ステンレス鋼の硫酸腐食試験方法 G0591 

ステンレス鋼の腐食すきま再不動態化電位測定方法 G0592 

水処理剤の腐食及びスケール防止評価試験方法 G0593 

ステンレス鋼板の超音波探傷検査方法 G0802 

フェロシリコン分析方法一第１部：けい素定量方法 G1312-1 

フェロシリコン分析方法一第２部：炭素定量方法 G1312-2 

フェロシリコン分析方法一第３部：りん定量方法 G1312-3 

フェロシリコン分析方法一第４部：硫黄定量方法 G1312-4 

フェロシリコン分析方法一第５部：アルミニウム定量方法 G1312-5 

フェロシリコン分析方法一第６部：チタン定量方法 G1312-6 

シリコマンガン分析方法―第１部：マンガン定量方法 G1314-1 

シリコマンガン分析方法―第２部：けい素定量方法 G1314-2 

シリコマンガン分析方法―第３部：炭素定量方法 G1314-3 

シリコマンガン分析方法―第４部：りん定量方法 G1314-4 

シリコマンガン分析方法―第５部：硫黄定量方法 G1314-5 

シリコマンガン分析方法―第６部：ほう素定量方法 G1314-6 

フェロホスホルーりん定量方法 G1320 

金属クロム分析方法―第１部：炭素定量方法 G1323-1 

金属クロム分析方法―第２部：けい素定量方法 G1323-2 

金属クロム分析方法―第３部：りん定量方法 G1323-3 

金属クロム分析方法―第４部：硫黄定量方法 G1323-4 

金属クロム分析方法―第５部：鉄定量方法 G1323-5 

金属クロム分析方法―第６部：アルミニウム定量方法 G1323-6 

金属クロム分析方法―第７部：多元素定量方法－ＩＣＰ発光分光分析方法 G1323-7 

フェロアロイー蛍光Ｘ線分析方法 G1351 

炭素鋼鍛鋼品用鋼片 G3251 

一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼 G3353 

亜鉛めっき鋼より線 G3537 

亜鉛めっき鋼線 G3548 

工業用織金網 G3556 

炭素鋼鋳鋼品 G5101 

溶接構造用鋳鋼品 G5102 

構造用高張力炭素鋼及び低合金鋼鋳鋼品 G5111 

高温高圧用鋳鋼品 G5151 

低温高圧用鋳鋼品 G5152 

溶接構造用遠心力鋳鋼管 G5201 

高温高圧用遠心力鋳鋼管 G5202 

オーステナイト鋳鉄品 G5510 

鉄系低熱膨張鋳造品 G5511 
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鋳型用けい砂 G5901 

鉄線及び鋼線用亜鉛めっきＯＳＯ仕様） G7302 

非鉄金属地金のサンプリング，試料調製及び分析検査通則 H0301 

アルミニウム及びアルミニウム合金の大気暴露試験方法 H0521 

銅及び銅合金中の鉄定量方法 H1054 

銅及び銅合金中のけい素定量方法 H1061 

銅合金中のベリリウム定量方法 H1063 

銅中のテルル定量方法 H1064 

銅及び銅合金中のセレン定量方法 H1065 

銅及び銅合金中のカドミウム定量方法 H1069 

カドミウム地金分析方法 H1161 

カドミウム地金の光電測光法による発光分光分析方法 H1163 

銀地金分析方法 H1181 

銀地金の発光分光分析方法 H1183 

マグネシウム及びマグネシウム合金一スパーク放電発光分光分析方法 H1322 

アルミニウム及びアルミニウム合金中のけい素定量方法 H1352 

アルミニウム及びアルミニウム合金中のニッケル定量方法 H1360 

アルミニウム及びアルミニウム合金中のすず定量方法 H1361 

アルミニウム及びアルミニウム合金中のビスマス定量方法 H1364 

アルミニウム及びアルミニウム合金中の鉛定量方法 H1366 

トリエーテッドタングステン材料の分析方法 H1405 

ダイカスト亜鉛合金分析方法 H1551 

ダイカスト亜鉛合金の光電測光法による発光分光分析方法 H1560 

チタン及びチタン合金中のマンガン定量方法 H1613 

チタン中の塩素定量方法 H1615 

チタン及びチタン合金－けい素定量方法 H1618 

チタン及びチタン合金一水素定量方法 H1619 

タンタルー分析方法通則 H1680 

タンタルー原子吸光分析方法 H1683 

タンタルのｌＣＰ発光分光分析方法 H1699 

アルミニウム地金 H2102 

ニッケル地金 H2104 

ダイカスト用アルミニウム合金地金 H2118 

マグネシウム地金 H2150 

アルミニウム及びアルミニウム合金の棒及び線 H4040 

アルミニウム及びアルミニウム合金継目無管 H4080 

チタン及びチタン合金一棒 H4650 

チタン及びチタン合金一鍛造品 H4657 

チタン及びチタン合金一線及び線材 H4670 

ジルコニウム合金管 H4751 

アルミニウム合金ダイカスト H5302 

ジュエリー用銀合金中の銀定量方法 H6311 

ジュエリー用パラジウム合金一パラジウム定量方法 H6313 

水素吸藏合金用語 H7003 

金属系超塑性材料用語 H7007 

形状記憶合金の変態点測定方法 H7101 



ACSES ニュースレター_２１９９_20211021 

 26 

形状記憶合金コイルばねの定ひずみ熱サイクル試験方法 H7106 

アモルファス金属単板磁気特性試験方法 H7152 

アモルファス金属磁心の高周波磁心損失試験方法 H7153 

水素吸蔵合金の圧力－組成等温線（ＰＣＴ線）の測定方法 H7201 

水素吸蔵合金の水素吸蔵・放出サイクル特性の測定方法 H7203 

金属系超塑性材料の引張特性評価方法 H7501 

ポーラス金属の高速圧縮試験方法 H7904 

工業用電気ニッケルめっき及び電鋳ニッケル H8626 

マグネシウム及びマグネシウム合金の化成皮膜及び陽極酸化皮膜 H8651 

ガス分析装置校正方法通則 K0055 

産業廃棄物のサンプリング方法 K0060 

化学製品の屈折率測定方法 K0062 

化学製品の旋光度測定方法 K0063 

化学製品の融点及び溶融範囲測定方法 K0064 

化学製品の凝固点測定方法 K0065 

化学製品の蒸留試験方法 K0066 

化学製品の減量及び残分試験方法 K0067 

排ガス中のベンゼン分析方法 K0088 

工業用水・工場排水の試料採取方法 K0094 

工業用水腐食性試験方法 K0100 

排ガス中のふっ素化合物分析方法 K0105 

排ガス中の塩化水素分析方法 K0107 

ガスクロマトグラフィー通則 K0114 

赤外分光分析通則 K0117 

原子吸光分析通則 K0121 

イオン電極測定方法通則 K0122 

用水・排水中の農薬試験方法 K0128 

Ｘ線回折分析通則 K0131 

走査電子顕微鏡試験方法通則 K0132 

近赤外分光分析通則 K0134 

表面化学分析－Ｘ線光電子分光装置－エネルギー軸目盛の校正 K0145 

表面化学分析－スパッター深さ方向分析一層構造系標準物質を用いた最適化法 K0146 

表面化学分析一汎用オージェ電子分光器による元素分析のためのエネルギー軸の校正方法 K0165 

表面化学分析一高エネルギー分解能をもつオージェ電子分光器による元素分析及び化学 

結合状態分析のためのエネルギー軸の校正方法 K0166 

分析化学用語（光学部門） K0212 

希釈ガス及びゼロガス中の微量成分測定方法 K0225 

化学物質などによるミジンコ類の遊泳阻害試験方法 K0229 

純水の清浄度の測定方法及びクラス判定方法 K0230 

排ガス中のダスト粒径分布の測定方法 K0302 

排ガス中のホルムアルデヒド分析方法 K0303 

大気中の二酸化炭素測定方法 K0304 

排ガス中のトリクロロエチレン及びテトラクロロエチレン分析方法 K0305 

用水・排水中の一般細菌試験方法 K0350-10-10 

用水・排水中の大腸菌群試験方法 K0350-20-10 

用水・排水中の従属栄養細菌試験方法 K0350-30-10 
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用水・排水中の全細菌試験方法 K0350-40-10 

水質一生化学的パラメータの測定－クロロフィルａ濃度の吸光光度定量 K0400-80-10 

水質一シュードモナス(Pseudomonas utida)生長阻害試験［シュードモナス(Pseudomonas  

putida)増殖阻害試験］ K0420-74-10 

超純水中の金属元素試験方法 K0553 

超純水中の微粒子測定方法 K0554 

超純水中のほう素試験方法 K0558 

化学的酸素消費量（ＣＯＤ）自動計測器 K0806 

気体中のダスト試料捕集用ろ過材の形状，寸法並びに性能試験方法 K0901 

酸素 K1101 

アルゴン K1105 

シリカゲル試験方法 K1150 

無水酢酸 K1352 

塩化バリウム K1414 

炭酸バリウム K1415 

硝酸バリウム K1416 

水酸化バリウム K1417 

硫酸アルミニウム（硫酸ばんど） K1423 

りん酸 K1449 

フェライト用酸化鉄（ｍ）（フェライト用酸化第二鉄） K1462 

工業用乾燥剤 K1464 

酢酸エチル K1513 

酢酸プチル K1514 

プラスチックーポリウレタン原料ポリオール試験方法一第１部：水酸基価の求め方 K1557-1 

プラスチックーポリウレタン原料ポリオール試験方法一第２部：水分量の求め方 K1557-2 

プラスチックーポリウレタン原料ポリオール試験方法一第３部：不飽和度の求め方 K1557-3 

プラスチックーポリウレタン原料ポリオール試験方法一第４部：塩基性度の求め方 K1557-4 

プラスチックーポリウレタン原料ポリオール試験方法一第５部：色数,粘度，酸価及び 

ｐＨの求め方 K1557-5 

ジフルオロメタン(R―32) K1561 

ハイドロフルオロカーボン系混合冷媒 K1562 

溶解アセチレン K1902 

エ業用潤滑油-I so粘度分類 K2001 

自動車エンジン油粘度分類 K2010 

燃料用エタノール K2190 

自動車ガソリン K2202 

軽油 K2204 

航空ガソリン K2206 

航空タービン燃料油 K2209 

自動車ブレーキ用非鉱油系ラバー潤滑剤 K2228 

流動パラフィン K2231 

自動車用非鉱油系ブレーキ液 K2233 

マシン油 K2238 

原油及び石油製品一密度の求め方一第１部：振動法 K2249-1 

原油及び石油製品一密度の求め方一第２部：浮ひょう法 K2249-2 

原油及び石油製品一密度の求め方一第３部：ピクノメータ法 K2249-3 
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原油及び石油製品一密度の求め方一第４部：密度・質量・容量換算表 K2249-4 

石油製品一反応試験方法 K2252 

石油製品一自動車ガソリン及び航空燃料油一実在ガム試験方法一噴射蒸発法 K2261 

引火点の求め方一第１部：タグ密閉法 K2265-1 

引火点の求め方一第２部：迅速平衡密閉法 K2265-2 

引火点の求め方一第３部：ペンスキーマルテンス密閉法 K2265-3 

引火点の求め方一第４部：クリーブランド開放法 K2265-4 

原油及び石油製品の流動点並びに石油製品曇り点試験方法 K2269 

原油及び石油製品一灰分及び硫酸灰分試験方法 K2272 

原油及び石油製品一動粘度試験方法及び粘度指数算出方法 K2283 

ガソリン一酸化安定度試験方法一誘導期間法 K2287 

石油製品一回収硫黄試験方法 K2291 

燃料ガス及び天然ガスー分析・試験方法 K2301 

自動車用つや出しコーティング剤 K2396 

クレオソート油，加エタール及びタールピッチ試験方法 K2425 

クレオソート油・加エタール・タールピッチ K2439 

潤滑油一さび止め性能試験方法 K2510 

石油製品―銅板腐食試験方法 K2513 

潤滑油―耐荷重能試験方法 K2519 

石油製品―潤滑油―水分離性試験方法 K2520 

石油製品―潤滑油―熱安定度試験方法 K2540 

原油試験方法 K2601 

石油製品―臭素価試験方法―電気滴定法 K2605 

塗装下地用りん酸塩化成処理剤 K3151 

界面活性剤用語 K3211 

化粧石けん K3301 

固形洗濯石けん K3302 

乳酸計測器 K3601 

微生物電極による生物化学的酸素消費量（ＢＯＤＳ）計測器 K3602 

細胞凍結保存用プラスチック製容器 K3603 

組織培養用培地（最小必須培地） K3604 

生体工学用語（生体化学部門） K3610 

生体工学用語（生体システム部門） K3611 

除菌用 HE PAフィルタの性能試験方法 K3801 

除菌用空気ろ過デプスフィルタのエアロゾル捕集性能試験方法 K3803 

精密ろ過膜エレメントの寸法 K3804 

逆浸透エレメント及びモジュールの性能試験方法 K3805 

マイコプラズマの検出法一第１部：培養による直接検出法 K3810-1 

マイこ］プラズマの検出法一第２部：ＤＮＡ蛍光染色による間接検出法 K3810-2 

マイこ］プラズマの検出法一第３部：二段階ＰＣＲによる検出法 K3810-3 

限外ろ過モジュールの純水透水性能試験方法 K3821 

限外ろ過モジュールの比抵抗回復特性試験方法 K3822 

精密ろ過膜エレメント及びモジュールの初期流量試験方法 K3831 

精密ろ過膜エレメント及びモジュールのバブルポイント試験方法 K3832 

精密ろ過膜エレメント及びモジュールの拡散流量試験方法 K3833 

精密ろ過膜エレメント及びモジュールの比柢抗回復特性試験方法 K3834 
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精密ろ過膜エレメント及びモジュールの細菌捕捉性能試験方法 K3835 

空中浮遊菌測定器の捕集性能試験方法 K3836 

SDS ―ポリアクリルアミドゲル電気泳動分析通則 K3838 

空気中の繊維状粒子測定方法一第１部：光学顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法 K3850-1 

有機中間物一般試験方法 K4101 

火薬用語 K4800 

火薬類分析試験方法 K4809 

競技用紙雷管 K4853 

ボイル油及び煮あまに油 K5421 

塗料用語 K5500 

塗料一般試験方法一第１部：通則一第２節：サンプリング K5600-1-2 

屋根用高日射反射率塗料 K5675 

平版インキー第１部：試験方法 K5701-1 

平版インキー第２部：プロセスインキの色及び透明性 K5701-2 

精製漆 K5950 

ゴム用カーポンブラックー共通事項一第１部：試料採取方法 K6216-1 

ゴム用カーポンブラックー基本特性一第３部：比表面積の求め方-CTAB吸着法 K6217-3 

ゴム用配合剤一有機薬品一第４部：略語 K6220-4 

加硫ゴムー試料及びテストヒースの調製方法一化学試験 K6225 

ゴムーカーボンブラックの定量一熱分解法及び化学分解法 K6227 

ゴムー灰分の定量 K6228 

ゴムーイオンクロマトグラフイーによる全硫黄の求め方（定量） K6233 

原料ゴムーＨＮＢＲのよう素価法による残留不飽和結合量の求め方（定量） K6235 

原料ゴムー示差走査熱量測定（ＤＳＣ）によるガラス転移温度の求め方 K6240 

加硫ゴム及び熱可塑性ゴムー硬さの求め方一第１部：通則 K6253-1 

加硫ゴム及び熱可塑性ゴムー硬さの求め方一第２部：国際ゴム硬さ（１０ １ＲＨＤ～ 

１００ I RHD) K6253-2 

加硫ゴム及び熱可塑性ゴムー硬さの求め方一第３部：デュロメータ硬さ K6253-3 

加硫ゴム及び熱可塑性ゴムー硬さの求め方一第４部：I RHDポケット硬さ K6253-4 

加硫ゴム及び熱可塑性ゴムー硬さの求め方一第５部：硬さ試験機の校正及び検証 K6253-5 

加硫ゴム及び熱可塑性ゴムー応カーひずみ特性の求め方 K6254 

加硫ゴム及び熱可塑性ゴムー接着性の求め方一第３部：２枚の金属板間の接着強さ K6256-3 

加硫ゴム及び熱可塑性ゴムー耐液性の求め方 K6258 

加硫ゴム及び熱可塑性ゴムー耐屈曲亀裂性及び耐屈曲亀裂成長性の求め方（デマチヤ式） K6260 

加硫ゴムー密度測定 K6268 

加硫ゴム及び熱可塑性ゴムの酸素指数法による燃焼性試験方法 K6269 

再生ゴム K6313 

ゴム及び樹脂ホース試験方法一第５部：電気試験 K6330-5 

ゴム及び樹脂ホース試験方法一第８部：衝撃圧力試験 K6330-8 

ゴム及び樹脂ホース試験方法一第 10部：液体透過性試験ライト K6330-10 

ライトコンベヤベルトー体積電気抵抗の求め方 K6378-5 

合成ゴムーＳＢＲ一試験方法 K6383 

合成ゴムーＮＢＲ一試験方法 K6384 

合成ゴムーＣＲ一試験方法 K6388 

加硫ゴム及び熱可塑性ゴムー動的性質の求め方一一般指針 K6394 

道路橋免震用ゴム支承に用いる積層ゴムー試験方法 K6411 
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熱可塑性エラストマー一用語及び略号 K6418 

防振ゴムー性能区分 K6422 

合成ゴムーＮＢＲ一結合アクリロニトリル量の求め方一第１部：デュマ法 K6451-1 

合成ゴムーＮＢＲ一結合アクリロニトリル量の求め方一第２部：ケルダール法 K6451-2 

にかわ及びゼラチン K6503 

エ業用ニトロセルロース K6703 

プラスチックーポリカーボネート（ＰＣ）成形用材料及び押出用材料一第１部： 

呼び方のシステム及び仕様表記の基礎 K6719-1 

プラスチックーポリカーボネート（ＰＣ）成形用材料及び押出用材料一第２部： 

試験片の作製方法及び特性の求め方 K6719-2 

ポリ酢酸ビニル試験方法 K6725 

ポリビニルホルマール試験方法 K6729 

排水用硬質ポリ塩化ビニル管継手 K6739 

硬質ポリ塩化ビニル管 K6741 

水道用硬質ポリ塩化ビニル管 K6742 

水道用硬質ポリ塩化ビニル管継手 K6743 

軟質ビニル管 K6771 

ポリ塩化ビニル止水板 K6773 

耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管 K6776 

耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管継手 K6777 

ポリブテン管 K6778 

ポリブテン管継手 K6779 

架橋ポリエチレン管（ＰＥ－Ｘ）一期待強度に対する時間及び温度の影響 K6795 

架橋ポリエチレン製（ＰＥ－Ｘ）管及び継手－ゲル含量の測定による架橋度の推定 K6796 

ポリオレフィン管及び継手一灰化及び熱分解によるカーボンブラック含有量の求め方一 

試験方法及び基本仕様 K6813 

熱可塑性プラスチック管一引張特性の求め方一第１部：一般試験方法 K6815-1 

熱可塑性プラスチック管一引張特性の求め方一第２部：硬質塩化ビニル（ＰＶＣ－Ｕ）管， 

耐熱性硬質塩化ビニル（ＰＶＣ－Ｃ）管及び耐衝撃性硬質塩化ビニル（ＰＶＣ－ＨＩ）管 K6815-2 

熱可塑性プラスチック管一引張特性の求め方一第３部：ポリオレフィン管 K6815-3 

ホットメルト接着剤の溶融粘度試験方法 K6862 

プラスチックーアクリロニトリルースチレンーアクリル酸エステル（ＡＳＡ），アクリロ 

ニトリルー（エチレンープロピレンージエン）－スチレン（ＡE PDS)及びアクリロニト 

リルー塩素化ポリエチレンースチレン（ＡＣＳ）成形用及び押出用材料一第２部：試験片 

の作り方及び性質の求め方 K6876-2 

接着剤－バルク試験片の作り方一第１部：二液形接着剤 K6878-1 

接着剤－バルク試験片の作り方一第２部：高温硬化一液形接着剤 K6878-2 

四ふっ化エチレン禊脂成形粉試詒方法 K6891 

四ふっ化エチレン樹脂ペースト押出成形粉試験方法 K6892 

四ふっ化エチレン樹脂ディスパージョン試験方法 K6893 

四ふっ化エチレン樹脂製品の寸法測定方法 K6895 

四ふっ化エチレン樹脂成形粉 K6896 

プラスチックー記号及び略語一第３部：可塑剤 K6899-3 

プラスチックー不飽和ポリエステル樹脂－ガスクロマトグラフィーによる残存スチレン 

モノマー及びその他の揮発性芳香族炭化水素類の定量方法 K6904 

熱硬化性プラスチック一般試験方法 K6911 
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プラスチックーポリスチレン（ＰＳ）成形用及び押出用材料一第１部：呼び方のシステム 

及び仕様表記の基礎 K6923-1 

プラスチックーポリスチレン（ＰＳ）成形用及び押出用材料一第２部：試験片の作り方 

及び諸性質の求め方 K6923-2 

プラスチックーエチレンノ酢酸ビニル（Ｅ／ＶＡＣ）成形用及び押出用材料一第１部： 

呼び方のシステム及び仕様表記の基礎 K6924-1 

プラスチックーエチレンノ酢酸ビニル（Ｅ／ＶＡＣ）成形用及び押出用材料一第２部： 

試験片の作り方及び諸性質の求め方 K6924-2 

プラスチックーポリブテン（ＰＢ）成形用及び押出用材料一第１部：呼び方のシステム 

及び仕様表記の基礎 K6925-1 

プラスチックーポリブテン（ＰＢ）成形用及び押出用材料一第２部：試験片の作り方 

及び諸性質の求め方 K6925-2 

プラスチックースチレン／アクリロニトリル（ＳＡＮ）成形用及び押出用材料一第１部： 

呼び方 K6927-1 

プラスチックースチレン／アクリロニトリル（ＳＡＮ）成形用及び押出用材料一第２部： 

試験片の作り方及び諸性質の求め方 K6927-2 

プラスチックーエポキシ樹脂用硬化剤及び促進剤一第１部：指定分類 K6929-1 

プラスチックーアクリロニトリルーブタジエンースチレン（ＡＢＳ）成形用及び押出用材料 

一第２部：試験片の作り方及び性質の求め方 K6934-2 

プラスチックーふっ素ポリマーのディスパージョン，成形用材料及び押出用材料一第１部： 

分類の体系と仕様作成のための基準 K6935-1 

プラスチックー超高分子量ポリエチレン（ＰＥ－ＵＨＭＷ）成形用及び押出用材料一 

第１部：呼び方のシステム及び仕様表記の基礎 K6936-1 

プラスチックー超高分子量ポリエチレン（ＰＥ－ＵＨＭＷ）成形用及び押出用材料一 

第２部：試験片の作り方及び性質の求め方 K6936-2 

プラスチックー熱可塑性ポリエステル（ＴＰ）成形用及び押出用材料一第１部：呼び方の 

システム及び仕様表記の基礎 K6937-1 

プラスチックー熱可塑性ポリエステル（ＴＰ）成形用及び押出用材料一第２部：試験片の 

作り方及び諸性質の求め方 K6937-2 

プラスチックーメタクリル酸メチルーアクリロニトリルーブタジエンースチレン 

（ＭＡＢＳ）成形用及び押出用材料一第２部：試験片の作り方及び性質の求め方 K6938-2 

ガラスフレーク入りビニルエステル樹脂ライニング皮膜 K6940 

工業用グルコースイソメラーゼ K7002 

繊維強化プラスチック用語 K7010 

繊維強化プラスチック管継手 K7014 

繊維強化プラスチックー平板ねじり法による面内せん断弾性率の求め方 K7021 

ガラス繊維強化プラスチック（ＧＲＰ）管及び継手一圧力とその関係，施工並びに接合に 

関する用語の定義 K7030 

プラスチック配管系－ガラス強化熱硬化性プラスチック(GRP)管一管の初期剛性の求め方 K7032 

プラスチック配管系－ガラス強化熱硬化性プラスチック（ＧＲＰ）管一軸方向引張特性 

の求め方 K7033 

プラスチック配管系－ガラス強化熱硬化性プラスチック（ＧＲＰ）管及び継手－ボルト式 

フランジ接合部の試験方法 K7036 

繊維強化プラスチックーショートビーム法による見掛けの層間せん断強さの求め方 K7057 

ガラス繊維強化プラスチックの横せん断試験方法 K7058 

ガラス繊維強化プラスチックのバーコル硬さ試験方法 K7060 
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炭素繊維強化プラスチックの試料の作製方法 K7072 

炭素繊維強化プラスチックの繊維含有率及び空洞率試験方法 K7075 

炭素繊維強化プラスチックのシャルピー衝撃試験方法 K7077 

炭素繊維強化プラスチックの層間せん断試験方法 K7078 

炭素繊維強化プラスチックの面内せん断試験方法 K7079 

炭素繊維強化プラスチックー面内せん断試験方法一第２部：ダブルＶ－ノッチせん断法 K7079-2 

炭素繊維強化プラスチックの面圧強さ試験方法 K7080 

炭素繊維強化プラスチック一面圧強さ試験方法一第２部：直交積層板及び擬似等方積層板 K7080-2 

炭素繊維強化プラスチックの引張クリープ試験方法 K7087 

炭素繊維強化プラスチックの曲げクリープ試験方法 K7088 

炭素繊維強化プラスチックの衝撃後圧縮試験方法 K7089 

炭素繊維強化プラスチック板の超音波探傷試験方法 K7090 

炭素繊維強化プラスチック板のＸ線透過試験方法 K7091 

炭素繊維強化プラスチックの有孔圧縮強さ試験方法 K7093 

炭素繊維強化プラスチックの有孔引張強さ試験方法 K7094 

炭素繊維強化プラスチックの熱分析によるガラス転移温度測定法 K7095 

炭素繊維強化プラスチックー積層板の板厚方向引張特性試験方法―曲げ試験による求め方 K7096 

一方向炭素繊維強化プラスチック帯板材 K7097 

着色プラスチック材料のガラスを透過した日光に対する色堅ろう度試験方法 K7101 

片持ちばりによるプラスチックの曲げこわさ試験方法 K7106 

プラスチックーシャルピー衝撃特性の求め方一第２部：計装化衝撃試験 K7111-2 

硬質プラスチック材料の疲れ試験方法通則 K7118 

プラスチックーフィルム及びシートー水蒸気透過度の求め方一第５部：圧力センサ法 K7129-5 

プラスチックーフィルム及びシートー水蒸気透過度の求め方一第６部：大気圧イオン化 

質量分析法 K7129-6 

プラスチックーフィルム及びシートー水蒸気透過度の求め方一第７部：カルシウム腐食法 K7129-7 

プラスチックフィルムの熱刺激電流試験方法 K7131 

プラスチックー比較可能なマルチポイントデータの取得と提示一第３部：特性への環境影響 K7141-3 

プラスチックー熱硬化性樹脂成形材料の射出成形試験片一第１部：通則及び多目的試験片 

の成形 K7154-1 

プラスチックー熱硬化性樹脂成形材料の射出成形試験片一第２部：小形角板 K7154-2 

プラスチックー引張衝撃強さの試験方法 K7160 

プラスチックー圧縮特性の求め方 K7181 

導電性プラスチックの４探針法による抵抗率試験方法 K7194 

研磨剤によるプラスチックの摩耗試験方法 K7205 

プラスチックー屋外暴露試験方法一第１部：通則 K7219-1 

プラスチックー屋外暴露試験方法一第２部：直接暴露試験及び窓ガラス越し暴露試験 K7219-2 

高吸水性樹脂の吸水量試験方法 K7223 

高吸水性樹脂の吸水速度試験方法 K7224 

塩素含有樹脂中の塩素の定量方法 K7229 

エポキシ樹脂のアミン系硬化剤の全アミン価試験方法 K7237 

プラスチックー灰分の求め方一第１部：通則 K7250-1 

プラスチックー灰分の求め方一第２部：ポリアルキレンテレフタレート K7250-2 

プラスチックー灰分の求め方一第４部：ポリアミド K7250-4 

プラスチックー水分含有率の求め方 K7251 

熱硬化性ウレタンエラストマー用トリレンジイソシアネート型プレポリマー試験方法 K7301 
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ポリウレタン系熱可塑性エラストマーの試験方法 K7311 

熱硬化性ポリウレタンエラストマー成形物の物理試験方法 K7312 

プラスチックーポリフエニレンエーテル（ＰＰＥ）成形用及び押出用材料一第２部： 

試験片の作り方及び性質の求め方 K7313-2 

プラスチックーフィルム及びシートの垂直の炎の広がり試験方法 K7340 

プラスチックー小火炎に接触する可とう性フィルムの垂直燃焼性試験方法 K7341 

プラスチックー火災実験一標準着火源 K7342 

プラスチックー透明材料の全光線透過率の試験方法一第１部：シングルビーム法 K7361-1 

プラスチックー毛細管粘度計を用いたポリマー希釈溶液の年度の求め方一第１部：通則 K7367-1 

プラスチックー黄色度及び黄変度の求め方 K7373 

プラスチック一塩化ビニルホモポリマー及びコポリマー一残留塩化ビニルモノマーの 

求め方一第１部：ガスクロマトグラフ法 K7380-1 

プラスチック一塩化ビニルホモポリマー及びコポリマー一残留塩化ビニルモノマーの 

求め方一第２部：乾燥粉末・ガスクロマトグラフ法 K7380-2 

プラスチックーポリ塩化ピニルペーストーシーバースレオメータによる見掛け粘度の求め方 K7381 

プラスチック一塩化ビニルホモポリマー及びコポリマー一揮発分（水分を含む）の求め方 K7382 

プラスチックー試験に供するポリ塩化ビニルペーストの調製方法－ディソルバ法 K7383 

プラスチックー試験に供するポリ塩化ビニルペーストの調製方法－プラネタリミキサ法 K7384 

プラスチック一塩化ビニルホモポリマー及びコポリマー一塩素含有量の求め方 K7385 

プラスチックー一般用塩化ビニルホモポリマー及びコポリマー一室温における可塑剤 

吸収量の求め方 K7386 

写真一写真印画の保存方法 K7642 

試薬試験方法通則 K8001 

生化学試薬通則 K8008 

アセトニトリル（残留農薬・ＰｃＢ試験用）（試薬） K8039 

安息香酸（試薬） K8073 

2, 3-インドリンジオン（試薬） K8089 

インジゴカルミン（試薬） K8092 

エタノール(99.5) (残留農薬・ＰＣＢ試験用八試薬） K8093 

エタノール（95）（試薬） K8102 

エチレンジアミン四酢酸二水素ニナトリウムニ水和物（試薬） K8107 

酢酸エチル（残留農薬・ＰＣＢ試験用）（試薬） K8110 

塩化亜鉛（試薬） K8111 

塩化カリウム（試薬） K8121 

塩化カルシウム（水分測定用）（試薬） K8125 

塩化すず（Ｕ）二水和物（試薬） K8136 

ヘキサクロロ白金（Ⅳ）酸六水和物（試薬） K8153 

塩化パラジウム（Ｕ）（試薬） K8154 

塩化バリウムニ水和物（試薬） K8155 

塩化マグネシウム六水和物（試薬） K8159 

塩化マンガン（Ｕ）四水和物（試薬） K8160 

Ｎ－１－ナフチルエチレンジアミンニ塩酸塩（試薬） K8197 

キシレン（試薬） K8271 

キシレンシアノールＦＦ（試薬） K8272 

くえん酸三ナトリウムニ水和物（試薬） K8288 

クペロン（試薬） K8289 
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ｐ－トルエンスルホンクロロアミドナトリウム三水和物（試薬） K8318 

酸化りん（Ｖ）（試薬） K8342 

ジエチルエーテル（残留農薬・ＰＣＢ試験用八試薬） K8357 

酢酸鉛（Ｈ）三水和物（試薬） K8374 

塩化アンチモン（Ⅲ）（試薬） K8400 

酸化マグネシウム（試薬） K8432 

シアン化カリウム（試薬） K8443 

Ｎ，Ｎ－ジエチルジチオカルバミド酸ナトリウム三水和物（試薬） K8454 

1, 4-ジオキサン（試薬） K8461 

シクロヘキサノン（試薬） K8463 

２，２’－ビピリジル（試薬） K8486 

Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（試薬） K8500 

臭化カリウム（試薬） K8506 

臭化水素酸（試薬） K8509 

臭素酸カリウム（試薬） K8530 

Ｌ（十）一酒石酸（試薬） K8532 

ビス［（十）一タルトラト］ニアンチモン（Ⅲ）酸ニカリウム三水和物（試薬） K8533 

（十）一酒石酸ナトリウムカリウム四水和物（試薬） K8536 

硝酸アンモニウム（試薬） K8545 

硝酸カリウム（試薬） K8548 

硝酸カルシウム四水和物（試薬） K8549 

硝酸コバルト（Ｕ）六水和物（試薬） K8552 

硝酸ニアンモニウムセリウム（Ⅳ）（試薬） K8556 

硝酸トリウム四水和物（試薬） K8561 

硝酸ナトリウム（試薬） K8562 

水酸化バリウムハ水和物（試薬） K8577 

５－スルホサリチル酸二水和物（試薬） K8589 

炭酸カルシウム（試薬） K8617 

炭酸ナトリウム（試薬） K8625 

でんぷん（試薬） K8658 

Ｌ－トリプトファン（試薬） K8676 

１－ナフチルアミン（試薬） K8692 

ｐ－ナフトールベンゼイン（試薬） K8693 

１－ナフトール（試薬） K8698 

２－ナフトール（試薬） K8699 

鉛（試薬） K8701 

ヒドロキノン（試薬） K8738 

発煙硝酸（試薬） K8739 

２－ヒドロキシー１－（２－ヒドロキシー４－スルホー１－ナフチルアソ）－３－ 

ナフトエ酸（試薬） K8776 

ピリジン（試薬） K8777 

二硫酸カリウム（試薬） K8783 

二りん酸ナトリウム十水和物（試薬） K8785 

1, 10-フェナントロリン一水和物（試薬） K8789 

フェノール（試薬） K8798 

フェノールレッド（試薬） K8800 
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ヘキサシアノ鉄（ｍ）酸カリウム（試薬） K8801 

２－メチルー１－プロパノール（試薬） K8811 

ふっ化カリウム（試薬） K8815 

ふっ化水素酸（試薬） K8819 

ウラニン（試薬） K8830 

２－プロパノール（試薬） K8839 

ブロモクレソールパープル（試薬） K8841 

ブロモチモールブルー（試薬） K8842 

ブロモフェノールブルー（試薬） K8844 

ヘキサン（試薬） K8848 

ベンズアルデヒド（試薬） K8857 

ベンゼン（試薬） K8858 

ニンヒドリン（試薬） K8870 

メチルレッド（試薬） K8896 

メチレンブルー（試薬） K8897 

２－ブタノン（試薬） K8900 

硫化アンモニウム溶液（試薬） K8943 

硫化鉄（㈲（試薬） K8948 

硫酸水素カリウム（試薬） K8972 

硫酸セリウム（ｗ）四水和物（試薬） K8976 

硫酸鉄（Ⅲ）ｎ水和物（試薬） K8981 

硫酸ヒドラジニウム（試薬） K8992 

硫酸マンガン（Ｈ）五水和物（試薬） K8997 

りん酸二水素アンモニウム（試薬） K9006 

りん酸二水素ナトリウムニ水和物（試薬） K9009 

りん酸水素ニアンモニウム（試薬） K9016 

テトラブロモフェノールフタレインエチルエステルカリウム（試薬） K9042 

Ｌ－アスパラギン酸（試薬） K9045 

Ｌ－グルタミン酸（試薬） K9047 

Ｌ（－）－シスチン（試薬） K9048 

Ｌ－ヒスチジン塩酸塩一水和物（試薬） K9050 

Ｌ－ヒドロキシプロリン（試薬） K9102 

Ｌ－セリン（試薬） K9105 

ジフェニルアミンー４－スルホン酸ナトリウム（試薬） K9514 

ビス（３－メチルー１－フェニルー５－ピラゾロン）（試薬） K9545 

３－メチルー１－フェニルー５－ピラゾロン（試薬） K9548 

Ｎ－ベンソイルーＮ－フェニルヒドロキシルアミン（試薬） K9569 

２－アミノー２－ヒドロキシメチルー1, 3-プロパンジオール（試薬） K9704 

生化学試薬一硫酸アンモニウム K9810 

高純度試薬一硝酸 K9901 

高純度試薬一塩酸 K9902 

高純度試薬－アンモニア水 K9903 

高純度試薬一過塩素酸 K9904 

高純度試薬一硫酸 K9905 

高純度試薬一水酸化ナトリウム溶液 K9906 

繊維用語一試験部門 L0208 
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羽毛用語 L0216 

繊維用語一検査部門 L0220 

染色加工機械用語 L0308 

染色堅ろう度試験方法通則 L0801 

染色堅ろう度試験用添付白布 L0803 

計器による変退色及び汚染の判定方法 L0809 

洗濯に対する染色堅ろう度試験方法 L0844 

塩素漂白に対する染色堅ろう度試験方法 L0856 

過酸化漂白に対する染色堅ろう度試験方法 L0857 

塩化アルミニウム化炭に対する染色堅ろう度試験方法 L0866 

硫酸化炭に対する染色堅ろう度試験方法 L0867 

ホルムアルデヒドに対する染色堅ろう度試験方法 L0868 

染浴内クロム塩に対する染色堅ろう度試験方法 L0870 

ポッティングに対する染色堅ろう度試験方法 L0875 

塩素処理水に対する染色堅ろう度試験方法 L0884 

オゾンに対する染色堅ろう度試験方法 L0890 

キセノンアーク灯光又はサンシャインカーボンアーク灯光を用いた促進耐候堅ろう度 

試験方法 L0891 

化学繊維タイヤコード試験方法 L1017 

綿繊維試験方法 L1019 

繊維製床敷物試験方法一第１部：物理試験のための試験片の採取方法 L1021-1 

繊維製床敷物試験方法一第２部：く（矩）形の繊維製床敷物の寸法測定方法 L1021-2 

繊維製床敷物試験方法一第 10部：水及び熱の影響による寸法変化の試験方法 L1021-10 

繊維製床敷物試験方法一第 13部：外観変化の評価方法 L1021-13 

繊維製床敷物試験方法一第 15部：ファイバーパイント試験方法 L1021-15 

繊維製品の混用率試験方法一第１部：繊維鑑別 L1030-1 

繊維製品の混用率試験方法一第２部：繊維混用率 L1030-2 

樹脂加工織物及び編物の試験方法 L1041 

織物及び編物の摩擦溶融試験方法 L1056 

織物及び編物のアイロン寸法変化率試験方法 L1057 

織物及び編物のピリング試験方法 L1076 

繊維製品の縫目強さ試験方法 L1093 

羽毛試験方法 L1903 

ジオテキスタイル試験方法 L1908 

酸素系漂白剤処理に対する繊維製品の強度低下率試験方法 Ｌ1910 

ふとんの保温性試験方法 L1911 

繊維製品の皮膚一次刺激性試験方法一培養ヒト皮膚モデル法 L1918 

繊維製品の抗ウイルス性試験方法 L1922 

浴用タオル L4105 

金属トラベラー短繊維及び長繊維用一精紡及びねん糸用 L5129 

染色加工用クロスガイダ L7507 

な染ローラ L7707 

石炭利用技術用語 M0104 

炭量計算基準 M1002 

原油及び天然ガスー鉱量計算基準 M1006 

さく岩機仕様の表示基準 M2002 
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鉱山用１形鋼及び継目板 M2504 

コンデンサ式発破用電気点火器 M2505 

ロックボルト及びその構成部品 M2506 

デタッチャプルロックピット用ロッドテーパ M3903 

コールピックスチール M3906 

選鉱，選炭及び砕石・砂利選別の操業系統の表示方法 M4001 

鉱山軌道用分岐器類 M6511 

鉱石中の銅定量方法 M8121 

鉱石中の鉛定量方法 M8123 

粗銅地金中の銅定量方法 M8125 

鉱石中のアンチモン定量方法 M8130 

鉱石中のビスマス定量方法 M8133 

マンガン鉱石一分析方法通則 M8203 

クロム鉱石－クロム定量方法 M8262 

クロム鉱石－けい素定量方法 M8264 

クロム鉱石－アルミニウム定量方法 M8266 

チタン鉱石の分析方法通則 M8301 

チタン鉱石中のチタン定量方法 M8311 

チタン鉱石中の鉄定量方法 M8312 

チタン鉱石中の二酸化けい素定量方法 M8314 

チタン鉱石中のバナジウム定量方法 M8315 

チタン鉱石中のクロム定量方法 M8316 

ハードコールー包蔵水分測定方法 M8803 

石炭類及びコークス類－サンプリング，分析並びに試験方法の通則 M8810 

石炭類及びコークス類－サンプリング及び試料調製方法 M8811 

石炭の微細組織成分及び反射率測定方法 M8816 

石炭類の鉱物質定量方法 M8818 

石炭類及びコークス類一機器分析装置による元素分析方法 M8819 

石炭類及びコークス類一ロットの全水分測定方法 M8820 

石炭類一全水銀の定量方法 M8821 

ｐＨ測定方法 Z8802 

液体の粘度測定方法 Z8803 

ｐＨ測定用ガラス電極 Z8805 

粘度計校正用標準掖 Z8809 

ロウボリウム エアサンプラ Z8814 

可燃性粉じんの爆発圧力及び圧力上昇速度の測定方法 Z8817 

可燃性粉じんの爆発下限濃度測定方法 Z8818 

液相重力沈降法による粒子径分布測定方法一第１部：測定の一般原理及び指針 Z8820-I 

粒子特性を評価するための粉体材料の縮分 Z8833 

粉体の粒子特性評価一用語 Z8890 

集じん用ろ布の試験方法－ろ布耐久性測定用のサンプリング方法及び試験方法 Z8910 

カーボンナノチューブ複合樹脂塗膜 Z8921 

******************************************************************* 以上 ******************** 
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